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は
じ
め
に

ブ
リ
テ
ン
国
内
で
は
、
一
七
〇
七
年
の
連
合
法
に
よ
る
解
散
か
ら
三
〇
〇
年
近

く
経
過
し
て
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
が
、
一
九
九
九
年
に
復
活
し
た
。
こ
の

年
に
は
同
じ
く
ウ
ェ
ー
ル
ズ
議
会
も
復
活
し
、
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
議
会
に
も
権

限
が
委
譲
さ
れ
た
。
周
知
の
よ
う
に
、
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
は
、
一
九
二
二
年
に

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
島
の
南
部
が
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
自
由
国
と
し
て
成
立
し
、
ブ
リ
テ

ン
の
自
治
領
と
な
っ
た
と
き
に
、
ブ
リ
テ
ン
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
北
部
ア
ル
ス

タ
ー
地
方
の
六
州
で
あ
る
。

　

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
、
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
う
ち
ス
コ
ッ
ト
ラ

ン
ド
で
は
、
二
〇
〇
七
年
の
選
挙
で
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
国
民
党Scottish 

N
ational Party

が
議
会
第
一
党
に
躍
進
し
た
。
更
に
二
〇
一
一
年
の
選
挙
で
、

同
党
は
単
独
過
半
数
ま
で
わ
ず
か
数
議
席
と
い
う
大
勢
力
へ
と
成
長
し
、
同
党

を
主
軸
に
し
た
政
権
を
担
う
ま
で
と
な
っ
た
。
二
〇
一
二
年
に
、
同
党
は
公
約

に
従
っ
て
二
〇
一
四
年
ま
で
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
独
立
の
是
非
を
問
う
住
民
投

票
の
開
催
を
明
言
し
た
。

　

独
立
に
ま
で
に
は
至
ら
な
い
も
の
の
、
一
九
九
〇
年
代
末
か
ら
の
ブ
リ
テ
ン

国
内
の
国
制
上
の
劇
的
な
変
化
、
あ
る
い
は
緊
張
が
誰
の
目
に
も
認
識
さ
れ
て

い
る
。
こ
う
い
っ
た
ブ
リ
テ
ン
国
内
の
変
化
を
目
前
に
し
て
、
本
稿
で
は
、
ブ

リ
テ
ン
国
内
史
と
ブ
リ
テ
ン
帝
国
史
を
い
か
に
架
橋
し
て
い
く
か
、
と
い
う
筆

者
の
従
来
か
ら
の
問
題
関
心
か
ら
、
こ
の
両
者
を
架
橋
す
る
上
で
有
力
な
議
論

と
し
て
出
現
し
て
き
た
マ
ッ
ケ
ン
ジ
ー
の
「
ブ
リ
テ
ン
帝
国
史
へ
の
四
ネ
ー

シ
ョ
ン
ア
プ
ロ
ー
チ
」
論（
１
）文に

注
目
し
た
い
。
ブ
リ
テ
ン
帝
国
史
研
究
者
マ
ッ

ケ
ン
ジ
ー
は
、
ブ
リ
テ
ン
国
内
の
民
族
性ethnicities

と
帰
属
意
識

identities

の
高
揚
を
前
に
し
て
、
国
内
の
多
様
な
民
族
性
と
国
外
の
帝
国
と

の
関
係
を
相
互
的
に
探
求
す
る
方
法
と
し
て
、
こ
の
「
四
ネ
ー
シ
ョ
ン
ア
プ

1

ブ
リ
テ
ン
帝
国
史
へ
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四
ネ
ー
シ
ョ
ン
ア
プ
ロ
ー
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ロ
ー
チ
」
を
提
唱
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
、
と
く
に
ウ
ェ
ー
ル
ズ
と
ブ
リ
テ
ン
帝
国
史
と

の
関
係
に
適
用
可
能
か
ど
う
か
を
検
討
し
た
ボ
ー
ウ
ェ
ン
論（
２
）文に
も
着
目
し
た

い
。
本
稿
で
は
、
こ
の
両
論
文
を
検
討
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
に
含
ま
れ
た
近
年

の
研
究
動
向
を
サ
ー
ヴ
ェ
イ
し
、
最
後
に
、
わ
れ
わ
れ
な
り
の
若
干
の
コ
メ
ン

ト
を
加
え
て
、
今
後
の
課
題
を
考
え
て
み
る
こ
と
を
当
座
の
目
標
と
す
る
。

一　

ブ
リ
テ
ン
帝
国
史
へ
の
四
ネ
ー
シ
ョ
ン
ア
プ
ロ
ー
チ

１　

ポ
ー
コ
ッ
ク
か
ら
マ
ッ
ケ
ン
ジ
ー
へ

　

マ
ッ
ケ
ン
ジ
ー
の
言
う
帝
国
史
と
ブ
リ
テ
ン
国
内
史
と
の
「
相
互
的
な
ア
プ

ロ
ー
チ
」
と
は
、
文
字
通
り
、
帝
国
史
と
国
内
史
の
相
互
的
な
理
解
を
意
味
す

る
。
ま
ず
ブ
リ
テ
ン
国
内
史
の
方
か
ら
言
え
ば
、
経
済
史
の
あ
る
側
面
に
例
外

は
あ
る
も
の
の
、
国
内
史
は
長
期
間
に
わ
た
り
帝
国
に
は
一
切
触
れ
な
い
ま
ま

叙
述
さ
れ
て
き
た
。
一
方
の
帝
国
史
の
方
で
も
、
帝
国
自
体
の
内
部
に
お
け
る
、

さ
ま
ざ
ま
な
白
人
民
族ethnicities

へ
の
ば
ら
ば
ら
な
言
及
は
多
く
見
ら
れ

る
も
の
の
、
ブ
リ
テ
ン
国
家
を
構
成
す
る
諸
地
域
の
ロ
ー
カ
ル
な
慣
習
や
知
識

人
（
知
識
層
の
移
民
、
移
民
先
で
の
彼
ら
の
影
響
力
）、
宗
教
的
伝
統
か
ら
、

い
か
に
帝
国
支
配
が
影
響
を
受
け
た
か
、
を
系
統
的
に
検
証
し
よ
う
と
す
る
試

み
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
要
す
る
に
、
国
内
史
と
帝
国
史
と
の
間
に
は
相
互
的

な
理
解
が
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

　

こ
う
い
っ
た
研
究
状
況
を
指
摘
し
た
上
で
、
マ
ッ
ケ
ン
ジ
ー
は
、
と
く
に
帝

国
史
に
お
け
る
「
帝
国
」
を
見
る
前
提
に
触
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
帝
国
は

分
離
す
る
も
のseparator

（
牛
乳
か
ら
ク
リ
ー
ム
を
分
離
す
る
液
体
分
離
器

の
よ
う
な
働
き
）
と
い
う
よ
り
、
溶
解
す
る
も
のsolvent

（
食
塩
＝
溶
質
を

溶
か
す
溶
媒
と
し
て
の
水
の
よ
う
に
溶
剤
、
溶
媒
の
働
き
を
す
る
）
と
の
前
提

で
あ
る
。
マ
ッ
ケ
ン
ジ
ー
の
主
た
る
批
判
対
象
は
、
リ
ン
ダ
・
コ
リ
ー
で
あ
り
、

コ
リ
ー
は
ブ
リ
テ
ン
の
帝
国
的
熱
意
に
よ
り
、
ま
た
「
他
者
」
フ
ラ
ン
ス
に
直

面
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
民
族
性
は
溶
解
さ
れ
、
個
々
の
民
族
の
歴
史
の
主
要
な
側

面
が
抑
圧
さ
れ
て
し
ま
い
、
一
八
世
紀
ブ
リ
テ
ン
国
民nation

（「
ブ
リ
ト
ン

ズBritons

」）
の
誕
生
に
貢
献
し
た
、
と
主
張
し
た
。
帝
国
に
よ
っ
て
民
族
性

は
分
離
さ
れ
る
よ
り
溶
解
さ
れ
て
し
ま
う
と
の
前
提
で
あ
る（

３
）。

こ
れ
に
対
し
、

マ
ッ
ケ
ン
ジ
ー
の
帝
国
は
あ
く
ま
で
分
離
す
る
も
の
で
あ
る
。
帝
国
的
世
界
と

の
関
係
に
よ
っ
て
、
む
し
ろ
、
ブ
リ
テ
ン
の
多
様
な
民
族
性
は
そ
れ
ぞ
れ
の
帰

属
意
識
を
維
持
し
発
展
さ
せ
た
、
と
も
示
唆
す
る（
４
）。

　

ブ
リ
テ
ン
国
内
史
に
戻
る
と
、
ポ
ー
コ
ッ
ク
の
よ
く
知
ら
れ
た
「
ブ
リ
テ
ン

史
」
論（

５
）文

は
、
ブ
リ
テ
ン
諸
島
史
（
マ
ッ
ケ
ン
ジ
ー
は
カ
ナ
リ
ア
諸
島
、
ア

ゾ
ー
レ
ス
諸
島
な
ど
の
真
の
大
西
洋
諸
島
と
は
区
別
す
る
た
め
に
、
ポ
ー
コ
ッ

ク
の
言
う
「
大
西
洋
諸
島A

tlantic A
rchipelago

」
で
は
な
く
「
ブ
リ
テ
ン

お
よ
び
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
諸
島British and H

ibernian Isles

」
と
す
る
方

を
選
ん
で
い
る
。
こ
こ
で
も
こ
れ
に
賛
成
し
、
ブ
リ
テ
ン
諸
島
を
「
ブ
リ
テ
ン

お
よ
び
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
諸
島
」
と
す
る（

６
）へ

の
四
ネ
ー
シ
ョ
ン
ア
プ
ロ
ー
チ
で

あ
っ
た
。
あ
ま
り
に
も
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
中
心
に
書
か
れ
て
き
た
ブ
リ
テ
ン
史
を

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
も
入
れ
て
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

2
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と
と
も
に
四
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
視
点
か
ら
書
き
換
え
よ
う
と
い
う
主
張
で
あ
る
。

こ
の
課
題
を
引
き
受
け
た
カ
ー
ニ
ー
や
ウ
ェ
ル
シ
ュ
と
い
っ
た
研
究
者
に
よ
る

業
績
も
増
え
て
い
る（

７
）。

　

マ
ッ
ケ
ン
ジ
ー
は
こ
れ
ら
の
作
品
が
（
現
にA

・J

・P

・
テ
イ
ラ
ー
に

よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
）
ブ
リ
テ
ン
史
が
そ
の
ま
ま
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

史
」
と
見
な
さ
れ
、
こ
の
両
者
が
限
り
な
く
同
等
視
さ
れ
て
い
た
時
代
は
と
う

に
乗
り
越
え
た
こ
と
を
認
め
つ
つ
も
、
そ
れ
ら
に
欠
如
し
て
い
る
の
は
、
四

ネ
ー
シ
ョ
ン
間
の
関
係
（
ひ
い
て
は
帝
国
主
義
と
の
関
連
）
を
よ
り
よ
く
照
射

す
る
も
の
と
な
る
（
支
配
と
服
従
と
い
う
よ
り
）
相
互
作
用
、
相
互
修
正
、
統

合
と
非
統
合
の
パ
タ
ー
ン
へ
の
関
心
で
あ
る
、
と
指
摘
し
て
い
る
。

　

こ
う
い
っ
た
ブ
リ
テ
ン
国
内
史
を
踏
ま
え
て
、
こ
れ
と
の
関
連
を
意
識
し
て
、

さ
ら
に
ブ
リ
テ
ン
帝
国
史
へ
の
新
た
な
視
点
を
提
供
す
る
の
が
マ
ッ
ケ
ン
ジ
ー

の
「
ブ
リ
テ
ン
帝
国
史
へ
の
四
ネ
ー
シ
ョ
ン
ア
プ
ロ
ー
チ
」
論
文
で
あ
る
。

ポ
ー
コ
ッ
ク
の
論
文
が
、「
ブ
リ
テ
ン
諸
島
史
」
へ
の
四
ネ
ー
シ
ョ
ン
ア
プ
ロ
ー

チ
と
す
る
と
、
マ
ッ
ケ
ン
ジ
ー
論
文
は
「
ブ
リ
テ
ン
帝
国
」
へ
の
四
ネ
ー
シ
ョ

ン
ア
プ
ロ
ー
チ
と
な
る
。

　
「
ブ
リ
テ
ン
帝
国
へ
の
四
ネ
ー
シ
ョ
ン
ア
プ
ロ
ー
チ
」
の
分
析
対
象
と
な
る

の
は
方
向
別
に
以
下
の
二
つ
で
あ
る
。
一
つ
は
、
ブ
リ
テ
ン
諸
島
か
ら
帝
国
へ

の
方
向
で
あ
り
、
ブ
リ
テ
ン
諸
島
の
そ
れ
ぞ
れ
の
民
族
性
が
ブ
リ
テ
ン
帝
国
の

性
格
に
何
を
貢
献
し
た
か
、
そ
し
て
、
そ
の
結
果
、
帝
国
は
ど
の
程
度
、
連
合

王
国
内
の
異
な
る
国
民
的
文
化
的
伝
統
の
融
合
体
（
か
な
ら
ず
し
も
よ
く
混
合

さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
に
し
て
も
）
と
な
っ
た
か
、
な
ど
を
問
う
。

　

も
う
一
つ
は
、
こ
れ
と
は
反
対
の
、
帝
国
か
ら
ブ
リ
テ
ン
諸
島
へ
の
方
向
で

あ
り
、
帝
国
の
経
験
は
こ
れ
ら
の
人
び
と
の
民
族
と
し
て
の
誇
り
の
存
続
に
ど

れ
く
ら
い
貢
献
し
た
か
、
な
ど
の
問
い
で
あ
る
。
マ
ッ
ケ
ン
ジ
ー
自
身
が
、

一
九
九
八
年
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
関
連
で
論
じ
た
よ
う
に
「
帝
国
は
、
そ
の
世

界
的
な
関
連
と
グ
ロ
ー
バ
ル
な
連
関
を
構
築
し
て
い
く
中
で
、
同
じ
ほ
ど
に
、

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
と
グ
レ
ー
タ
ー
ブ
リ
テ
ン
の
他
の
民
族
の
は
っ
き
り
し
た

帰
属
意
識
の
保
持
と
強
化
に
も
影
響
を
与
え
、
帰
属
意
識
を
保
持
し
強
化
す
る

効
果
が
あ
っ
た
」
こ
と
の
探
求
で
あ
る（
８
）。

２　

犠
牲
の
歴
史
学
を
越
え
て

　

先
行
研
究
を
見
て
い
く
上
で
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
、

ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
す
べ
て
に
わ
た
る
問
題
と
し
て
、
見
逃
せ
な
い
の
は
、

一
九
七
〇
年
代
以
来
、
強
調
さ
れ
て
い
た
「
犠
牲
性victim

hood

」
の
問
題

で
あ
る
。
代
表
作
は
マ
イ
ケ
ル
・
へ
ク
タ
ー
の
「
国
内
植
民
地
主
義
」
論
で
、

こ
れ
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
が
海
外
へ
の
野
心
に
乗
り
出
す
前
に
（
あ
る
い
は

こ
れ
と
同
時
に
）、「
ケ
ル
ト
辺
境
」
の
ブ
リ
テ
ン
諸
島
の
人
び
と
を
搾
取
し
従

属
さ
せ
た
と
の
考
え
に
基
づ
い
て
、
ブ
リ
テ
ン
国
家
統
合
史
を
叙
述
し
た（
９
）。

ヘ

ク
タ
ー
の
後
を
継
い
だ
著
述
と
し
て
は
、
ト
ム
・
ネ
ー
ア
ン
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン

ド
論
が
あ
り
、
八
〇
年
代
で
も
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
低
開
発
論
が
あ
っ
た）
10
（

。

　

移
民
研
究
も
し
ば
し
ば
「
犠
牲
複
合victim

 com
plex

」
に
集
中
し
て
お

り
、
と
く
に
そ
の
対
象
と
な
っ
た
の
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
飢
饉
移
民
、
ス
コ
ッ
ト

ラ
ン
ド
高
地
掃
討
移
民
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
「
強
制
」
移
民
は
事
実
で
あ
り
、

3
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こ
れ
に
よ
っ
て
「
ケ
ル
ト
辺
境
」
の
諸
経
済
が
歪
曲
さ
れ
た
の
も
あ
き
ら
か
で

あ
る
。
し
か
し
、
移
民
は
選
択
的
だ
っ
た
こ
と
、
彼
ら
も
単
な
る
敗
残
者
と
か

逃
亡
者
で
は
な
く
、
移
住
や
植
民
地
の
領
有
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
商
業
的
機
会

や
雇
用
を
通
じ
て
、
す
な
わ
ち
帝
国
が
提
供
す
る
機
会
を
獲
得
し
た
こ
と
も
事

実
で
あ
る
。

　

以
上
か
ら
、
近
年
で
は
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
歴
史
は
も
は
や
も
っ
ぱ
ら
植
民

地
、
帝
国
領
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
の
政
体
の
歴
史
と
ば
か
り
は
叙
述
さ
れ
て

い
な
い
。
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
は―

―

軍
事
的
社
会
的
経
済
的
文
化
的
な
側
面
に

わ
た
る―

―

ブ
リ
テ
ン
帝
国
支
配
の
あ
ら
ゆ
る
残
虐
性
や
暴
力
に
単
に
屈
従
し

た
の
で
は
な
く
、
帝
国
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
も
深
く
か
か
わ
っ
た
、
と
い
う
わ
け
で

あ
る
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
場
合
で
も
、
帝
国
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
を
隷
属
さ

せ
る
資
源
ど
こ
ろ
か
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
と
の
関
係
に

お
い
て
、
独
自
性
を
主
張
で
き
る
手
段
を
じ
っ
さ
い
に
提
供
し
た
。

　

ケ
ル
ト
の
犠
牲
の
歴
史
学
は
あ
き
ら
か
に
一
九
六
〇
年
代
、
七
〇
年
代
に
い

く
つ
か
の
現
象
の
産
物
で
あ
っ
た
。
そ
の
一
つ
に
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
、
北
ア

イ
ル
ラ
ン
ド
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
に
お
け
る
重
工
業
の
決
定
的
な
衰
退
が
あ
り
、
経

済
的
立
て
直
し
が
軌
道
に
乗
る
に
は
数
十
年
も
か
か
り
、
当
座
の
結
果
は
失
業

と
そ
れ
に
伴
う
社
会
不
安
、
環
境
の
悪
化
で
あ
っ
た
。
ロ
ン
ド
ン
に
よ
る
統
治

の
縛
り
か
ら
解
放
さ
れ
る
と
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と

ウ
ェ
ー
ル
ズ
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
生
ま
れ
た
。EU

加
入
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

経
済
に
著
し
い
発
展
を
も
た
ら
し
た
。
同
時
に
ケ
ル
ト
の
文
化
的
矜
持
と
文
学
、

ロ
ッ
ク
、「
ブ
レ
イ
ヴ
ハ
ー
ト
」、「
マ
イ
ケ
ル
・
コ
リ
ン
ズ
」
と
い
っ
た
ハ
リ

ウ
ッ
ド
映
画
（
こ
れ
ら
は
非
歴
史
的
で
神
話
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
に
も
か
か
わ
ら

ず
と
い
う
か
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
世
界
的
な
規
模
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
性
、
ア
イ

ル
ラ
ン
ド
性
の
刺
激
を
促
し
た
）
の
再
興
が
見
ら
れ
た
。
ケ
ル
ト
辺
境
の
人
び

と
も
、
過
去
の
社
会
的
経
済
的
困
難
か
ら
距
離
を
置
く
の
で
は
な
く
、
自
ら
の

存
在
が
囚
人
輸
送
（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
）、
掃
討
移
民
（
カ
ナ
ダ
）
の
産
物
で

あ
り
た
い
と
の
希
望
を
突
然
発
見
し
た）

11
（

。
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
と
し
か
見
な
さ
れ
な

か
っ
た
ル
ー
ツ
が
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
な
ル
ー
ツ
と
し
て
主
張
さ
れ
始
め
た
。

３　

帝
国
の
宗
教
理
論
の
不
在

　

従
来
そ
れ
ほ
ど
注
目
さ
れ
な
か
っ
た
が
今
日
し
だ
い
に
認
識
さ
れ
つ
つ
あ
る

こ
と
は
、
帝
国
の
存
在
に
よ
っ
て
ブ
リ
テ
ン
国
家
の
緩
や
か
さ
と
異
種
混
合
性

が
強
調
さ
れ
る
事
態
で
あ
る
。
こ
の
事
態
は
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
ス
コ
ッ
ト
ラ

ン
ド
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
全
体
に
わ
た
る
も
う
一
つ
の
問
題
と
し
て
の
宗
教
の
問

題
を
見
る
と
は
っ
き
り
し
て
く
る
。

　

国
内
関
連
で
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
宗
教
改
革
に
よ
っ
て
ブ
リ
テ
ン
諸
島
の

人
び
と
の
宗
教
的
な
所
属
は
き
わ
め
て
多
様
に
な
っ
た
。
お
お
ざ
っ
ぱ
に
確
認

す
る
だ
け
で
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
は
カ
ト
リ
ッ
ク
に
と
ど
ま
っ
た
も
の
の
、
主
と

し
て
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
は
国
教
会
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
は
長
老
派
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ

は
非
国
教
会
、
と
い
う
具
合
に
分
岐
し
た
。
こ
れ
ら
の
国
内
の
多
岐
に
わ
た
る

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
を
ふ
ま
え
た
形
で
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
、
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
人
、
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
人
は
、
そ
の
ま
ま
多
岐
に
わ
た

る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
を
帝
国
に
も
移
植
し
た
。
す
べ
て
の
教
会
の
布
教
活

4
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動
は
、
本
国
と
辺
境
と
の
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
貢
献
し
た
。

　

こ
う
い
っ
た
国
内
、
帝
国
と
も
宗
教
が
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
た
と
の
理
由
で
、

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
、
お
よ
び
の
ち
の
ブ
リ
テ
ン
人
は
、
近
世
に
お
い
て
、
帝
国

の
宗
教
理
論religious theory of em

pire

を
い
っ
さ
い
持
た
な
か
っ
た
と

示
唆
し
た
の
は
、
ア
ー
ミ
テ
イ
ジ
で
あ
っ
た）
12
（

。
帝
国
全
体
に
わ
た
る
宗
教
理
論

が
な
か
っ
た
た
め
に
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
が
帝
国
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
化
に
失
敗

を
宿
命
づ
け
ら
れ
て
い
た
事
態
を
宗
教
の
領
域
ほ
ど
顕
著
に
象
徴
す
る
も
の
も

な
い
。
最
近
の
研
究
が
示
す
の
は
、
多
く
の
移
送
囚
人
が
カ
ト
リ
ッ
ク
だ
っ
た

た
め
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
に
カ
ト
リ
ッ
ク
の

聖
職
者
が
、
一
七
九
〇
年
代
に
あ
ら
わ
れ
た
こ
と
、
カ
ナ
ダ
、
ケ
ベ
ッ
ク
で
は
、

ブ
リ
テ
ン
人
は
フ
ラ
ン
ス
の
カ
ト
リ
ッ
ク
を
統
合
し
た
が
、
と
く
に
モ
ン
ト
リ

オ
ー
ル
で
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
（
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
も
）
は
こ
れ
に
加
わ
っ

た
こ
と
、
南
ア
フ
リ
カ
、
ケ
ー
プ
で
は
、
ブ
リ
テ
ン
人
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人

よ
り
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
に
親
近
性
を
い
だ
く
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ス
ト
の
オ
ラ
ン
ダ

人
宗
教
改
革
住
民
を
取
り
込
ん
だ
こ
と
な
ど
で
あ
る
。

　

こ
う
い
っ
た
研
究
事
例
は
増
え
て
お
り
、
こ
こ
か
ら
浮
か
び
上
が
る
の
は
、

帝
国
の
国
教
会
主
義im

perial A
nglicanism

は
帝
国
の
宗
教
的
な
多
様
性

（
商
業
的
、
人
口
統
計
的
、
政
治
的
な
多
様
性
も
含
め
ら
れ
る
）
に
適
合
し
な

い
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
国
教
会
は
ブ
リ
テ
ン
国
家
内
で

は
保
持
し
て
い
る
特
権
的
な
地
位
を
帝
国
に
は
輸
出
で
き
な
か
っ
た
。
言
い
換

え
る
と
、
帝
国
領
土
は
本
国
社
会
よ
り
多
様
で
あ
り
、
植
民
地
総
督
、
植
民
地

人
口
、
白
人
の
民
族
的
に
多
様
な
植
民
地
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
な
る
立
法
府
は
、

国
教
会
を
つ
う
じ
て
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
性
を
示
す
こ
と
が
不
可
能
で
あ
っ
た
。

　

一
方
、
非
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
、
た
と
え
ば
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

人
は
カ
ト
リ
ッ
ク
を
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
ブ
リ
テ
ン
国
家
と
の
違
い
を
示
す
し

る
し
と
し
て
強
烈
に
保
持
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

人
は
ど
こ
に
行
く
に
も
聖
職
者
付
き
で
ロ
ー
マ
と
の
連
携
を
も
つ
教
会
を
設
立

し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
帝
国
に
い
た
カ
ト
リ
ッ
ク
が
す
べ
て
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人

だ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
カ
ト
リ
ッ
ク
に
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
も
ス
コ
ッ
ト
ラ

ン
ド
人
も
い
た
。
聖
職
者
は
多
様
な
背
景
を
持
ち
、
フ
ラ
ン
ス
人
だ
っ
た
こ
と

も
あ
る
し
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
も
い
た
。
し
か
し
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
聖
職

者
は
、
多
数
派
で
あ
っ
た
し
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
司
祭
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
支

え
ら
れ
て
い
た
。
ウ
ェ
ー
ル
ズ
人
に
し
て
も
、
一
八
世
紀
初
期
以
降
か
ら
大
西

洋
を
股
に
掛
け
た
復
興
主
義
運
動
に
果
敢
に
関
わ
っ
て
い
た
。
こ
れ
ら
は
帝
国

に
お
け
る
こ
う
い
っ
た
異
種
混
合
的
な
宗
教
的
配
置
の
歴
史
研
究
か
ら
、
明
ら

か
に
な
っ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。

４　

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
思
想
、
移
民
、
宗
教

　

全
体
に
わ
た
る
問
題
を
踏
ま
え
て
、
以
下
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
ス
コ
ッ
ト
ラ

ン
ド
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
個
別
の
先
行
研
究
を
こ
の
順
に
一
瞥

す
る
。
ま
ず
、
も
っ
と
も
研
究
の
蓄
積
が
あ
る
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
関
連
で
は
、
初

期
の
先
行
研
究
は
、
国
制
史
が
中
心
だ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
一
九
二
二
年
の
ア

イ
ル
ラ
ン
ド
条
約
は
ブ
リ
テ
ン
と
そ
の
帝
国
の
両
方
に
つ
い
て
国
制
上
の
変
化

の
意
義
に
つ
い
て
、
大
量
の
探
求
を
導
い
た
。
帝
国
の
終
焉
の
先
駆
者
と
し
て

5
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の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
お
け
る
国
制
の
変
化
へ
の
関
心
は
、
以
後
数
十
年
も
続
い

た
。

　

国
制
以
外
の
研
究
で
は
、
一
九
七
〇
〜
八
〇
年
代
に
は
、
ブ
リ
テ
ン
帝
国
に

お
け
る
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
ほ
か
の
民
族
の
役
割
の
う
ち
、

そ
の
社
会
経
済
的
な
側
面
へ
の
関
心
が
重
要
に
な
っ
て
い
く
。
他
に
と
り
わ
け

顕
著
な
の
は
移
民
研
究
で
あ
る
。
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
移
民
は
、
イ
ン
ド
な
ど
の

い
わ
ゆ
る
属
領
に
お
い
て
重
要
な
軍
事
的
行
政
的
専
門
職
的
な
機
能
を
果
た
し

て
い
た
と
と
も
に
、
カ
ナ
ダ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
（
南

ア
フ
リ
カ
で
は
劣
る
も
の
の
）、
ア
メ
リ
カ
植
民
地
、
お
よ
び
独
立
後
の
ア
メ

リ
カ
合
衆
国
で
人
口
構
成
上
で
一
大
勢
力potent

で
あ
っ
た
。
彼
ら
が
移
住

す
る
と
こ
ろ
は
ど
こ
で
も
植
民
地
諸
社
会
の
経
済
、
軍
事
、
警
察
、
他
の
側
面

の
い
ず
れ
で
も
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。
し
か
し
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
に
は
、

こ
う
い
っ
た
帝
国
に
お
け
る
機
能
面
よ
り
も
ブ
リ
テ
ン
帝
国
主
義
の
性
質
を
修

正
す
る
方
法
が
あ
っ
た
。
こ
れ
が
上
述
の
宗
教
で
あ
る
。

　

先
行
研
究
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
へ
の
集
中
を
反
映
し
て
い
る
が
、
近
年
の
歴
史

叙
述
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
と
の
比
較
研
究
を
進
展
さ
せ
る
必
要
性
を
示
し
て
い

る
。
異
な
る
民
族
性
が
帝
国
の
領
土
内
で
並
行
し
て
あ
る
い
は
相
互
交
流
的
に

活
動
し
て
い
た
あ
り
よ
う
を
検
証
す
る
比
較
研
究
で
あ
る
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド

に
関
し
て
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
高
揚
と
文
化
的
再
興

は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
歴
史
叙
述
へ
の
絶
大
な
効
果
を
も

た
ら
し
た
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
と
帝
国
の
関
係
史
は
一
九
九
〇
年
代
に
隆
盛
し

た
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
と
ブ
リ
テ
ン
帝
国
を
論
じ
て
、
先
に
触
れ
た
一
九
九
八

年
の
マ
ッ
ケ
ン
ジ
ー
論
文
以
来
、
怒
濤
の
よ
う
に
本
が
出
て
い
る）
13
（

。

　

中
で
も
、「
近
代
世
界
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
的
創
出
」
と
い
っ
た
驚
く
べ
き

サ
ブ
タ
イ
ト
ル
を
持
つ
（
た
だ
し
著
書
ハ
ー
マ
ン
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
は
研

究
を
通
じ
て
し
か
関
わ
り
を
持
っ
て
い
な
い
と
主
張
す
る
ア
メ
リ
カ
人
で
あ

る
）
著
）
14
（書

は
、
こ
の
「
創
出
」
の
仮
説
を
正
当
化
す
る
の
は
、
近
代
世
界
の
重

要
な
側
面
を
創
出
し
た
ば
か
り
か
、
ア
メ
リ
カ
の
経
済
的
お
よ
び
社
会
的
哲
学

の
中
心
的
な
教
義
を
確
立
し
た
の
は
、
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
自
由
市
場
の
経
済

学
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
啓
蒙
思
想
で
あ
っ
た
と
の
考
え
で
あ
る
、
と
主
張
し
て

い
る
。
同
様
な
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
思
想
的
貢
献
と
し
て
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン

ド
人
は
、
共
同
資
本
銀
行
、
相
互
依
存
原
理
（
た
と
え
ば
保
険
）、
船
舶
や
鉄

道
な
ど
の
運
輸
形
態
の
構
築
と
経
営
と
い
っ
た
、
経
済
思
想
に
貢
献
し
た
も
の

を
輸
出
し
た
。

　

思
想
以
外
の
テ
ー
マ
は
や
は
り
移
民
で
あ
る
。
こ
の
研
究
の
成
果
に
は
、
世

界
中
の
小
さ
な
国
々
へ
の
市
民
の
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
を
跡
づ
け
る
多
く
の
本
、
と

く
に
カ
ナ
ダ
、
ア
メ
リ
カ
、
南
ア
フ
リ
カ
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
ス
コ
ッ
ト

ラ
ン
ド
人
を
追
求
し
た
本
が
含
ま
れ
る）
15
（

。
デ
ィ
ー
ヴ
ィ
ー
は
、
か
つ
て
大
学
、

法
曹
界
、
銀
行
、
教
育
、
宗
教
界
に
お
け
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
市
民
社
会
の
基

軸
と
な
る
側
面
は
一
七
〇
七
年
の
合
同
を
生
き
延
び
、
そ
れ
が
た
め
に
ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
国
民nation

は
そ
の
国
家state

が
存
続
し
な
く
な
っ
て
も
存
続
し

続
け
た
と
指
摘
し
た
が）
16
（

、
こ
の
考
察
が
、
植
民
地
に
も
当
て
は
ま
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
植
民
地
に
適
応
さ
れ
た
こ
と
は
な
い
。

　

し
か
し
、
近
年
の
研
究
で
は
こ
う
い
っ
た
考
察
を
植
民
地
に
適
用
し
た
成
果
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が
出
始
め
て
い
る
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
が
帝
国
に
移
民
し
て
身
を
落
ち
着
け

る
と
そ
の
市
民
社
会
の
諸
側
面
を
移
植
す
る
。
た
と
え
ば
、
イ
ン
ド
内
の
統
治

と
社
会
関
係
に
対
し
て
、
は
っ
き
り
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が

あ
っ
た
し
、
南
ア
フ
リ
カ
に
お
い
て
、
ケ
ー
プ
植
民
地
の
も
っ
と
も
顕
著
な
進

展
に
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
的
な
伝
統
や
前
例
か
ら
の
発
想
が
寄
与
し
た
。
そ
の

う
え
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
は
、
た
と
え
ば
南
ア
フ
リ
カ
の
オ
ラ
ン
ダ
人
、
ケ

ベ
ッ
ク
の
フ
ラ
ン
ス
人
と
の
特
徴
的
な
関
係
を
構
築
し
た
。

　

布
教
の
な
か
で
も
も
っ
と
も
重
要
な
こ
と
は
、
ま
ず
、
ブ
リ
テ
ン
内
で
、
資

金
調
達
、
指
導
性
、
人
事
な
ど
で
、
階
級
間
、
男
女
間
の
熱
意
と
接
触
の
場
所

を
提
供
し
た
こ
と
で
あ
る
。
教
会
は
ま
ず
本
国
の
工
業
や
商
業
の
エ
リ
ー
ト
か

ら
の
基
金
調
達
に
よ
り
、
つ
い
で
そ
の
教
義
を
本
国
ば
か
り
か
植
民
地
に
ひ
ろ

く
伝
え
よ
う
と
す
る
教
養
人
を
雇
っ
た
。
教
会
は
、
ブ
リ
テ
ン
内
と
帝
国
で
雑

誌
、
新
聞
、
講
演
、
説
教
で
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
活
動
を
し
た
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド

は
、
こ
の
あ
ら
ゆ
る
も
の
に
お
い
て
と
り
わ
け
重
要
で
あ
っ
た
。
ス
コ
ッ
ト
ラ

ン
ド
長
老
派
は
、
果
敢
に
海
外
活
動
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
注
い
だ
。
も
ち
ろ
ん
、

民
族
の
境
界
を
越
え
る
宗
派
（
会
衆
派
、
メ
ソ
ジ
ス
ト
、
バ
プ
テ
ス
ト
）、
国

際
協
力
を
促
す
宗
派
や
国
境
を
越
え
る
宗
派
（
ロ
ー
マ
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
）
も

あ
っ
た
が
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
よ
う
な
民
族
的
宗
教
的
特
殊
性
は
な
お
鮮
明

に
の
こ
さ
れ
て
い
た
。

５　

ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
移
民
、
宗
教
、
言
語

　

ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
帝
国
と
の
関
係
の
研
究
は
後
れ
を
と
っ
て
き
た
と
は
言
え
、

近
年
で
は
劇
的
に
追
い
つ
い
て
も
き
た
。
先
の
ボ
ー
ウ
ェ
ン
編
の
論
集
は
、

一
七
世
紀
末
〜
一
九
世
紀
初
頭
に
お
け
る
ブ
リ
テ
ン
帝
国
（
大
西
洋
世
界
、
カ

リ
ブ
海
、
南
ア
ジ
ア
、
そ
の
他
）
に
お
け
る
ウ
ェ
ー
ル
ズ
人
の
役
割
や
位
置
を

検
証
し
て
い
る
。
す
べ
て
は
ウ
ェ
ー
ル
ズ
人
の
帰
属
意
識
の
文
脈
か
ら
論
じ
ら

れ
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
か
ら
帝
国
へ
、
そ
の
揺
り
戻
し
と
し
て
帝
国
か
ら
ウ
ェ
ー
ル

ズ
自
体
へ
の
影
響
を
扱
っ
て
い
る
。

　

ウ
ェ
ー
ル
ズ
か
ら
見
た
帝
国
史
研
究
の
遅
れ
は
ウ
ェ
ー
ル
ズ
人
移
民
が
イ
ン

グ
ラ
ン
ド
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
よ
り
も
少
な
か
っ
た
こ
と
、

セ
ン
サ
ス
や
統
計
で
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
と
一
緒
に
さ
れ
て
し
ま
い
区
別
が
つ
か

な
く
な
っ
て
こ
と
な
ど
に
よ
る
。
少
な
い
も
の
の
以
前
か
ら
隣
の
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
の
金
鉱
、
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
炭
鉱
、
有
名
な

パ
タ
ゴ
ニ
ア
へ
の
ウ
ェ
ー
ル
ズ
人
移
民
は
比
較
的
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
最

近
増
え
て
い
る
研
究
は
移
民
の
帝
国
的
役
割
を
め
ぐ
る
も
の
で
あ
る
。
移
民
は
、

行
く
先
々
で
の
雑
誌
の
刊
行
、
協
会
と
礼
拝
堂
の
設
立
、
伝
統
的
な
詩
の
朗
読

と
歌
唱
の
会
を
通
じ
て
ウ
ェ
ー
ル
ズ
人
と
し
て
の
帰
属
意
識
を
維
持
す
る
機
会

を
作
っ
た）
17
（

。

　

ウ
ェ
ー
ル
ズ
人
歴
史
家
は
ウ
ェ
ー
ル
ズ
人
の
海
外
経
験
を
矮
小
化
す
る
傾
向

が
あ
っ
た
が
、
今
で
は
こ
の
ウ
ェ
ー
ル
ズ
史
の
経
験
の
中
の
重
要
な
要
素
を
救

出
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
一
八
九
一
年
の
、
南
イ
ン
ド
へ
の
布
教
に
赴
い
た

ウ
ェ
ー
ル
ズ
人
宣
教
師
は
「
わ
れ
ら
が
民[

ネ
ー
シ
ョ
ン]

は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

人
と
同
様
、
ど
こ
に
も
い
る
。
ウ
ェ
ー
ル
ズ
人
が
い
な
い
と
こ
ろ
は
な
い
」
と

い
う
言
葉
を
残
し
て
い
る
し
、
二
〇
世
紀
初
頭
の
新
聞
、
雑
誌
で
「
帝
国
に
お



─  48  ─

 青山学院大学文学部『紀要』　第 54 号 8

け
る
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
地
位
」「
ウ
ェ
ー
ル
ズ
、
無
視
さ
れ
た
帝
国
の
資
産
」
と

い
っ
た
タ
イ
ト
ル
で
、
帝
国
に
お
け
る
ウ
ェ
ー
ル
ズ
人
の
役
割
が
称
揚
さ
れ
て

い
た
。
こ
れ
は
、
こ
の
時
期
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
人
は
、
無
視
、
過
小
評
価
、
辺
境

化
を
懸
念
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
。
そ
こ
で
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
人
の
ブ
リ
テ
ン
帝

国
に
お
け
る
意
義
を
強
調
す
る
こ
と
で
、
同
時
に
、
ブ
リ
テ
ン
国
家
内
部
で
の

位
置
づ
け
を
行
い
、
自
身
の
文
化
的
民
族
的
帰
属
意
識
を
強
調
し
た
。

　

ウ
ェ
ー
ル
ズ
人
の
帰
属
意
識
の
中
心
的
部
分
が
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
、
ア

イ
ル
ラ
ン
ド
人
と
同
様
、
宗
教
で
あ
る
の
は
当
然
で
あ
り
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
帝

国
と
の
関
係
は
著
し
く
宗
教
の
形
態
を
と
っ
た
。
と
い
う
の
も
、
彼
ら
は
宗
教

を
通
じ
て
こ
そ
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
性
を
表
現
す
る
の
が
た
や
す
い
と
見
た
か
ら
で

あ
る
。
た
と
え
ば
、
最
近
の
研
究
は
、
北
イ
ン
ド
に
お
け
る
ウ
ェ
ー
ル
ズ
人
布

教
の
役
割
を
考
察
し
て
い
る）
18
（

。
ウ
ェ
ー
ル
ズ
人
の
非
国
教
会
へ
の
熱
心
な
信
奉

は
、
言
語
と
文
化
に
お
い
て
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
化
し
よ
う
と
し
た
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

へ
の
継
続
的
な
抵
抗
を
反
映
し
て
お
り
、
こ
れ
が
ウ
ェ
ー
ル
ズ
人
に
よ
る
布
教

を
通
し
て
帝
国
に
輸
出
さ
れ
た
。

　

宗
教
と
密
接
な
関
係
を
持
っ
て
い
た
の
は
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
人
の
言
語
＝

ウ
ェ
ー
ル
ズ
語
で
あ
り
、
宗
教
を
通
じ
て
ウ
ェ
ー
ル
ズ
語
が
維
持
さ
れ
た
。
国

教
会
的
な
立
場
か
ら
ウ
ェ
ー
ル
ズ
文
化
を
侮
蔑
し
、
そ
の
言
語
を
野
蛮
で
あ
り
、

教
育
ば
か
り
か
ブ
リ
テ
ン
社
会
へ
の
統
合
に
も
有
害
と
決
め
つ
け
た
、
報
告
書

が
一
八
四
七
年
に
刊
行
さ
れ
た
。
こ
の
悪
名
高
い
ウ
ェ
ー
ル
ズ
に
お
け
る
教
育

調
査
報
告
書
は
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
人
の
道
徳
性
さ
え
も
中
傷
し
て
お
り
、
著
し
い

苦
痛
の
も
と
に
な
っ
て
い
た
。

　

い
き
お
い
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
非
国
教
徒
会
派
は
一
矢
を
報
い
る
べ
く
反
撃
し
、

ウ
ェ
ー
ル
ズ
人
は
ウ
ェ
ー
ル
ズ
内
、
お
よ
び
ブ
リ
テ
ン
内
で
も
反
論
を
試
み

た
が）
19
（

、
も
う
一
方
で
、
ブ
リ
テ
ン
国
内
に
と
ど
ま
ら
ず
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
役
割

を
通
し
て
、
一
種
の
国
民
と
し
て
の[

ナ
シ
ョ
ナ
ル
な]

目
的
意
識
を
見
い
だ

し
た
。
こ
の
一
例
が
イ
ン
ド
で
の
布
教
で
あ
っ
た
。
布
教
活
動
の
ニ
ュ
ー
ス
を

流
す
過
程
は
し
ば
し
ば
ウ
ェ
ー
ル
ズ
語
で
な
さ
れ
（
イ
ン
ド
で
執
筆
さ
れ

ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
）、
そ
れ
に
は
ウ
ェ
ー
ル
ズ
人
と
し
て
の

帰
属
意
識
が
一
貫
し
て
み
な
ぎ
っ
て
い
た
。
ウ
ェ
ー
ル
ズ
人
と
し
て
の
道
徳
と

精
神
の
再
生
は
双
方
向
的
過
程
と
見
な
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
イ
ン
ド
で
の
仕

事
は
、
少
な
く
と
も
理
論
上
は
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
語
の
賛
美
歌
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
公

国
に
お
け
る
文
芸
形
式
に
さ
え
影
響
を
ウ
ェ
ー
ル
ズ
に
も
た
ら
す
と
見
な
さ
れ

た）
20
（

。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
人
が
帝
国
に
関
わ
り
、
そ
の
揺
り
戻
し
と
し

て
、
帝
国
か
ら
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
教
会
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
、
印
刷
物
へ
の
影
響

が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
識
字
教
養
社
会literate and 

educated society

へ
の
転
換
が
促
が
さ
れ
た
か
ど
う
か
の
検
証
が
課
題
と

な
っ
て
い
る
。

６　

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
、
偏
在
性
と
曖
昧
性

　

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
は
お
そ
ら
く
四
つ
の
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
な
か
で
、
も
っ
と
も

問
題
の
あ
る
民
族
集
団
で
あ
る
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、

ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
他
の
三
つ
は
ケ
ル
ト
文
化
と
他
の
文
化
に
対
す
る
イ
ン
グ
ラ
ン
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ド
人
か
ら
の
脅
威
に
と
り
わ
け
対
応
し
た
。
こ
れ
ら
三
つ
が
す
べ
て
取
り
組
ん

で
い
た
の
は
、
自
ら
の
優
越
性
の
主
張
と
ま
で
行
か
な
く
と
も
、
少
な
く
と
も

文
化
に
お
け
る
差
異
の
設
定
に
よ
っ
て
、
劣
等
感
の
克
服
意
識
の
必
要
性
の
認

識
で
あ
る
。

　

一
方
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
文
化
的
表
示
や
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
帰
属
意
識
の
神

話
の
形
成
は
し
ば
し
ば
後
手
に
回
っ
た
。
そ
の
理
由
は
、
劣
等
意
識
の
克
服
と

い
っ
た
志
向
を
持
た
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
他
の
三
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
は
異
な
り
、

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
は
こ
う
い
っ
た
意
識
を
必
要
と
し
な
か
っ
た
し
、
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
と
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
は
過
去
に
お
い
て
し
ば
し
ば
全
体
を
包
括
す
る
代
喩

（
一
部
で
全
体
を
表
す
修
辞
法
）
と
見
な
さ
れ
て
い
た
た
め
に
他
な
ら
な
い
。

　

さ
ら
に
、
帝
国
関
連
で
は
、
帝
国
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
性
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

性
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
性
と
比
較
す
る
と
、
帝
国
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
性
は
、
つ
ね
に

明
示
さ
れ
る
も
の
と
い
う
よ
り
、
暗
黙
の
う
ち
に
し
か
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、

帝
国
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
性
は
、
従
来
問
題
と
し
て
自
覚
も
さ
れ
ず
十
分
な
議
論

も
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
は
コ
メ
ン
ト
の
対
象
と
な
る
。
帝
国
の

経
験
に
よ
っ
て
高
め
ら
れ
た
の
は
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
、

ウ
ェ
ー
ル
ズ
人
で
あ
る
こ
と
の
意
識
ば
か
り
か
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
で
あ
る
こ

と
の
意
識
さ
え
そ
う
だ
っ
た
の
で
は
、
と
の
検
証
で
あ
る
。

　

議
論
さ
れ
な
か
っ
た
理
由
は
、
帝
国
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
性
の
一
方
に
お
け
る

偏
在
性
と
他
方
に
お
け
る
曖
昧
性
の
た
め
で
あ
る
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
の
移
民

に
占
め
る
比
重
が
圧
倒
的
だ
っ
た
こ
と
、
言
語
（
英
語
）、
コ
モ
ン
ロ
ー
、

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
、
行
政
シ
ス
テ
ム
と
そ
の
人
材
で
も
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
イ
ン

グ
ラ
ン
ド
人
は
他
を
凌
駕
す
る
位
置
に
あ
り
、
階
級
・
儀
式
・
騎
士
道
の
形
態

に
取
り
憑
か
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
た
め
に
、
帝
国
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
性
は

偏
在
性
を
も
つ
。

　

ま
た
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
は
、
一
般
に
、
民
族
性
の
表
示
（
衣
服
、
ダ
ン
ス
、

文
化
協
会
）、
帰
属
意
識
を
示
す
し
る
し
（
た
と
え
ば
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人

に
と
っ
て
の
ロ
バ
ー
ト
・
バ
ー
ン
ズ
と
い
っ
た
ア
イ
コ
ン
へ
の
執
着
）
な
ど
に

と
く
に
関
心
を
持
た
な
か
っ
た
た
め
に
、
帝
国
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
性
に
は
曖
昧

性
が
つ
き
ま
と
っ
た
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
は
、
他
の
三
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
異
な
り

こ
れ
ら
の
防
御
的
な
よ
ろ
い
を
必
要
と
し
な
か
っ
た
。

　

以
上
に
よ
っ
て
、
現
代
の
歴
史
家
た
ち
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
性
が
帝
国
の
支
配

的
な
文
化
的
表
示
を
構
成
し
て
い
た
こ
と
を
し
ば
し
ば
自
明
と
み
な
し
て
き
た

理
由
が
説
明
さ
れ
る
。
さ
ら
に
は
、
多
く
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
ア
メ
リ
カ
の
歴

史
家
た
ち
が
「
ブ
リ
テ
ン
」
を
示
す
と
き
に
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
」
を
使
い
続
け

た
た
め
に
事
態
が
複
雑
化
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
帝
国
と
の
関
係
、
な
い
し
帝
国
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
性
は
あ

ま
り
に
も
自
明
と
見
な
さ
れ
て
き
た
た
め
に
、
実
は
、
も
っ
と
も
自
覚
し
て
取

り
組
む
べ
き
重
要
な
研
究
課
題
で
あ
る
。
マ
ッ
ケ
ン
ジ
ー
は
、
そ
の
具
体
的
研

究
の
成
果
や
課
題
と
し
て
、
以
下
を
挙
げ
て
い
る
。
他
の
三
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
事

例
に
見
ら
れ
た
よ
う
な
、
帝
国
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
性
、
お
よ
び
こ
れ
と
反
対
方

向
に
働
く
、
帝
国
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
性
か
ら
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
へ
の
影
響
、
南

ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
共
同
体
、
共
同
体
概
念
の
研
究
、
一
例

と
し
て
た
と
え
ば
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
の
布
教
団
と
ジ
ャ
マ
イ
カ
と
の
関
わ
り
を
論
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じ
た
キ
ャ
サ
リ
ン
・
ホ
ー
ル
の
作
品
、
き
わ
め
て
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
的
な
制
度
の

研
究
、
た
と
え
ば
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
か
ら
白
人
入
植
植
民
地
そ
の
他
へ
波
及
し
た

パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ク
ー
ル
、
フ
リ
ー
メ
ー
ソ
ン
、
ス
ポ
ー
ツ
（
ラ
グ
ビ
ー
、
ク
リ

ケ
ッ
ト
）、
ク
ラ
ブ
な
ど
。

７　

い
く
つ
か
の
コ
メ
ン
ト

　

以
上
の
マ
ッ
ケ
ン
ジ
ー
に
よ
る
研
究
動
向
か
ら
大
き
く
浮
か
び
上
が
る
の
は
、

ま
ず
、
四
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
帰
属
意
識
が
、
帝
国
の
経
験
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た

事
実
で
あ
る
。
民
族
性
の
帰
属
意
識
は
帝
国
の
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
っ
て

も
曖
昧
に
さ
れ
る
ど
こ
ろ
か
、
高
揚
し
て
い
た
。
多
く
の
事
例
の
う
ち
、
ブ
リ

テ
ン
陸
軍
の
構
成
の
例
は
説
得
的
で
あ
ろ
う
。
ブ
リ
テ
ン
陸
軍
は
、
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
人
の
統
制
下
に
組
織
さ
れ
た
も
の
の
、
士
気
を
高
め
る
必
要
か
ら
、
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
民
族
的
帰
属
意
識
に
も
訴

え
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
結
果
、
ブ
リ
テ
ン
陸
軍
を
構
成
し
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン

ド
連
隊
は
、
尚
武
の
民
と
し
て
、
ま
た
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
連
隊

も
勇
名
を
は
せ
て
、
民
族
的
矜
持
の
存
続
に
貢
献
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
帝
国

は
民
族
性
を
分
離
さ
せ
る
も
の
と
の
見
解
は
、
帝
国
は
溶
解
す
る
も
の
と
の
リ

ン
ダ
・
コ
リ
ー
と
の
相
違
を
際
立
た
せ
る
も
の
で
も
あ
る
。

　

ブ
リ
テ
ン
諸
島
史
に
と
っ
て
は
、
連
合
王
国
が
建
設
さ
れ
た
際
の
緩
や
か
さ
、

そ
の
内
部
に
抱
え
ら
れ
て
い
た
多
く
の
弱
点
が
浮
上
し
、
し
か
も
こ
の
弱
点
は

し
ば
し
ば
帝
国
期
に
は
隠
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
鋭
く
指
摘
さ
れ
て
い
る
、
と
言

え
よ
う
。
言
い
換
え
る
と
、
帝
国
が
解
体
さ
れ
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
、
ウ
ェ
ー

ル
ズ
な
ど
へ
の
権
限
委
譲
が
実
現
す
る
と
、
ブ
リ
テ
ン
諸
島
史
の
緩
や
か
さ
や

隠
さ
れ
て
い
た
弱
点
の
歴
史
的
考
察
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

　

ブ
リ
テ
ン
諸
島
史
自
体
、
も
と
も
と
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
中
心
史
観
へ
の
挑
戦
で

あ
っ
た
し
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
史
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
史
の
研
究
も
こ
れ
に
応
え

る
か
の
よ
う
に
進
ん
で
き
た
こ
と
も
こ
こ
で
確
認
で
き
よ
う
。
日
本
に
お
い
て

も
、
い
ま
だ
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
中
心
主
義
は
強
固
で
あ
り
、
た
と
え
ば
「
ブ
リ
テ

ン
」「
ブ
リ
テ
ッ
シ
ュ
」
と
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
」「
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
」
が
ほ
ぼ

交
換
可
能
の
用
語
と
し
て
使
わ
れ
続
け
て
い
る
な
ど
、
ブ
リ
テ
ン
諸
島
史
の
問

題
意
識
は
高
ま
っ
て
い
る
と
は
言
え
、
基
本
的
な
用
語
法
か
ら
し
て
、
い
ま
だ

不
十
分
と
し
か
言
え
な
い
状
況
に
あ
る
。

　

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
中
心
主
義
に
対
抗
す
る
の
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
、
ア
イ
ル
ラ

ン
ド
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
研
究
を
こ
れ
に
対
置
さ
せ
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、「
イ
ン

グ
ラ
ン
ド
と
帝
国
」
の
偏
在
性
と
曖
昧
性
を
自
覚
す
る
こ
と
で
あ
る
と
の
こ
こ

で
確
認
し
た
主
張
も
こ
れ
か
ら
の
大
き
な
課
題
と
な
る
。
四
ネ
ー
シ
ョ
ン
ア
プ

ロ
ー
チ
の
成
功
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
な
ど
よ
り
も
む
し
ろ
こ

の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
へ
の
適
用
の
可
否
が
鍵
を
握
っ
て
い
る
と
も
言
え
る
。

　

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
帝
国
の
問
題
が
あ
ま
り
に
偏
在
し
て
当
た
り
前
な
の
で
見

え
に
く
か
っ
た
と
し
た
ら
、「
ウ
ェ
ー
ル
ズ
と
帝
国
」
の
問
題
は
あ
ま
り
に
少

な
す
ぎ
て
検
討
さ
れ
な
か
っ
た
問
題
で
あ
る
。
そ
こ
で
つ
ぎ
に
は
、
章
を
あ
ら

た
め
て
こ
の
問
題
を
検
討
す
る
。
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二　

ウ
ェ
ー
ル
ズ
と
帝
国

１　
「
ウ
ェ
ー
ル
ズ
と
帝
国
」
研
究
の
欠
如

　

ボ
ー
ウ
ェ
ン
編
『
ウ
ェ
ー
ル
ズ
と
ブ
リ
テ
ン
海
外
帝
国―

―

相
互
作
用
と
影

響
力
、
一
六
五
〇
〜
一
八
三
〇
年
』
の
ボ
ー
ウ
ェ
ン
自
身
に
よ
る
序
）
21
（章
は
、

ウ
ェ
ー
ル
ズ
と
ブ
リ
テ
ン
帝
国
と
の
関
係
に
特
化
し
て
、
こ
れ
を
真
っ
向
か
ら

論
じ
て
い
る
ば
か
り
か
、
そ
の
研
究
状
況
を
ま
と
め
た
試
論
で
あ
り
、
こ
こ
で

取
り
上
げ
る
に
値
す
る
。

　

ボ
ー
ウ
ェ
ン
は
、
ま
ず
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
と
ウ
ェ
ー
ル
ズ
人
は
ブ
リ
テ
ン
帝
国

史
研
究
の
も
っ
と
も
外
縁
部
分
に
位
置
し
、
一
方
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
国
内
史
で
も

ブ
リ
テ
ン
帝
国
は
多
く
を
占
め
て
な
い
、
と
の
確
認
か
ら
書
き
始
め
て
い
る
。

総
括
的
な
『
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
・
ブ
リ
テ
ン
帝
国
史
』
全

）
22
（五巻

で
も
ウ
ェ
ー

ル
ズ
の
海
外
帝
国
へ
の
介
入
に
は
言
及
は
な
い
ば
か
り
か
、
近
年
の
帝
国
の
ブ

リ
テ
ン
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
め
ぐ
る
論
争
で
も
ウ
ェ
ー
ル
ズ
へ
の
言
及
は
な
い
し）
23
（

、

「
新
帝
国
史
」
を
提
唱
す
る
も
の）
24
（

も
同
様
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
中
心
で
あ
る
。

　

ブ
リ
テ
ン
帝
国
史
か
ら
ウ
ェ
ー
ル
ズ
史
固
有
の
領
域
に
眼
を
転
じ
て
も
、

ウ
ェ
ー
ル
ズ
史
の
概
説
書
は
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
歴
史
的
経
験
の
帝
国
的
な
い
し
国

際
的
次
元
に
紙
幅
を
割
い
て
い
な
い
し
、
こ
れ
ら
の
概
説
書
の
索
引
で
「
帝

国
」「
ブ
リ
テ
ン
帝
国
」
と
い
う
言
葉
を
探
し
て
も
無
駄
に
終
わ
る
。

一
五
七
七
年
に
「
こ
の
並
ぶ
も
の
な
き
ブ

）
25
（

リ
テ
ン
帝
国
」
と
し
て
「
ブ
リ
テ
ン

帝
国
」
と
言
う
言
葉
を
初
め
て
使
っ
た
人
が
、
ロ
ン
ド
ン
の
ウ
ェ
ー
ル
ズ
人
で

あ
っ
た
博
識
家
の
ジ
ョ
ン
・
デ
ィ
ー
だ
っ
た
と
言
う
事
実
か
ら
は
こ
れ
ら
は
皮

肉
と
い
う
し
か
な
い
。

　

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
を
取
り
込
む
か
言
及
す
る
枠
組
み
で
の

ブ
リ
テ
ン
帝
国
主
義
論
は
盛
ん
な
の
に
、
こ
れ
と
は
対
照
的
に
「
ウ
ェ
ー
ル
ズ

と
帝
国
」
に
関
す
る
研
究
は
欠
如
し
て
い
る
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
、
ア
イ
ル
ラ

ン
ド
と
そ
れ
ぞ
れ
の
帝
国
と
の
関
係
は
「
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
帝
国
」「
ア
イ
ル

ラ
ン
ド
帝
国
」
を
タ
イ
ト
ル
と
す
る
本
ま
で
あ
る
の
に）
26
（

、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
と
そ
の

帝
国
の
関
係
を
「
ウ
ェ
ー
ル
ズ
帝
国
」
と
想
定
す
る
の
は
正
気
で
は
な
い
と
さ

れ
よ
う
し
、『
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
・
ブ
リ
テ
ン
帝
国
史
』
全
五
巻
へ
の
追
加

巻
と
し
て
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
と
そ
の
帝
国
を
扱
っ
た
巻
が
追

加
さ
れ
た
の
に）
27
（

、
こ
れ
と
同
様
な
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
と
そ
の
帝
国
に
費
や
す
一
巻

の
出
現
は
考
え
に
く
い
と
さ
れ
て
い
る
。

　

か
く
し
て
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
と
ブ
リ
テ
ン
の
海
外
膨
張
の
歴
史
的
結
合
に
は
関

心
が
寄
せ
ら
れ
な
か
っ
た
、
と
言
え
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
ウ
ェ
ー
ル
ズ
と
帝
国

と
い
う
テ
ー
マ
に
関
す
る
研
究
や
文
献
が
な
か
っ
た
の
は
な
ぜ
か
、
帝
国
は

ウ
ェ
ー
ル
ズ
や
ウ
ェ
ー
ル
ズ
人
に
と
っ
て
意
味
が
な
か
っ
た
の
か
、
こ
の
テ
ー

マ
は
歴
史
家
の
関
心
を
引
か
な
か
っ
た
だ
け
な
の
か
、
と
い
う
問
い
が
浮
上
す

る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
あ
り
得
る
説
明
は
二
と
お
り
あ
り
、
一
つ
は
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ

は
ブ
リ
テ
ン
の
海
外
膨
張
の
過
程
に
関
わ
っ
て
お
ら
ず
、
歴
史
家
の
尽
力
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
活
動
や
介
入
の
証
拠
を
発
掘
で
き
な
い
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

そ
う
で
あ
れ
ば
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
や
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
と
帝
国
の
関
係
よ
り
も

ウ
ェ
ー
ル
ズ
と
帝
国
の
関
係
は
は
る
か
に
弱
い
こ
と
に
な
り
、
膨
張
の
担
い
手
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と
な
っ
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
人
び
と
に
比
べ
る
と
ウ
ェ
ー

ル
ズ
人
の
帝
国
へ
の
態
度
は
ず
い
ぶ
ん
異
な
り
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
人
は
「
帝
国
的

人
間
」
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
。

　

も
う
一
つ
は
、
帝
国
は
ウ
ェ
ー
ル
ズ
史
に
関
心
を
抱
く
研
究
者
の
注
目
を
引

き
つ
け
て
い
な
い
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
歴
史
家
た
ち
は
ウ
ェ
ー
ル
ズ
と
帝

国
の
関
係
を
実
際
は
ま
だ
探
求
し
て
い
な
い
の
で
、
ブ
リ
テ
ン
諸
島
を
構
成
す

る
ウ
ェ
ー
ル
ズ
以
外
の
部
分
と
の
関
連
で
分
析
さ
れ
て
き
た
重
要
問
題
で
あ
る
、

海
外
プ
レ
ゼ
ン
ス
の
性
質
と
配
分
、
関
与
の
割
合
、
帝
国
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、

膨
張
の
経
済
的
イ
ン
パ
ク
ト
、
世
界
と
原
住
民
に
対
す
る
態
度
、
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
構
築
に
お
け
る
帝
国
の
位
置
等
々
、
に
関
し
て
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
場

合
は
保
留
す
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

ボ
ー
ウ
ェ
ン
は
、
こ
の
テ
ー
マ
に
関
す
る
史
料
は
な
い
わ
け
で
は
な
く
、
自

ら
編
集
し
た
本
書
の
諸
論
文
が
示
す
よ
う
に
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
内
外
に
た
っ
ぷ
り

と
あ
り
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
国
立
図
書
館
は
帝
国
関
連
の
豊
か
な
鉱
脈
で
あ
り
、
帝

国
の
層
を
掘
削
し
た
の
は
ご
く
最
近
で
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
隠
さ
れ
た
宝
石
は

地
方
の
文
書
館
に
い
ま
だ
未
発
掘
の
ま
ま
眠
っ
て
い
る
、
と
し
て
、
史
料
は
あ

る
の
に
関
心
を
呼
ば
な
か
っ
た
と
の
理
由
を
取
る
。
そ
し
て
、
さ
ら
に
踏
み
込

ん
で
、
歴
史
家
が
な
ぜ
ウ
ェ
ー
ル
ズ
と
帝
国
の
問
題
に
関
心
を
持
っ
て
こ
な

か
っ
た
か
を
考
え
る
必
要
性
を
促
し
て
い
る
。

　

こ
こ
で
歴
史
家
を
帝
国
史
家
と
ウ
ェ
ー
ル
ズ
史
家
に
分
け
る
と
、
帝
国
史
家

に
関
し
て
は
、
無
関
心
へ
の
な
ぞ
は
な
い
。
も
っ
ぱ
ら
ウ
ェ
ー
ル
ズ
出
身
者
が

彼
ら
の
目
に
と
ま
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ウ
ェ
ー
ル
ズ
人
は
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
で
も
見
ら
れ
る
名
字
を
持
つ
た
め
に
、
個
人
の
特
定
が
し
に
く
く
、
見
誤
り

や
す
い
。
初
期
の
政
治
的
行
政
的
同
化
が
あ
っ
た
た
め
に
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
人
は

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
と
記
述
さ
れ
た
り
、
統
計
や
分
類
で
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
お
よ

び
ウ
ェ
ー
ル
ズ
」
と
の
見
出
し
で
括
ら
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
に
よ
っ

て
帝
国
史
家
が
史
料
の
中
で
ウ
ェ
ー
ル
ズ
人
を
特
定
し
た
り
、
全
体
か
ら
数
を

割
り
出
す
の
を
困
難
と
す
る
。
し
か
も
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
、

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
人
び
と
と
比
べ
る
と
た
だ
で
さ
え
ウ
ェ
ー
ル
ズ
人
は
多
く
な

い
し
、
彼
ら
の
海
外
プ
レ
ゼ
ン
ス
は
色
褪
せ
る
。
ウ
ェ
ー
ル
ズ
人
の
数
が
少
な

い
た
め
に
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
人
の
場
合
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
、
ア
イ
ル
ラ
ン

ド
人
の
よ
う
な
プ
レ
ゼ
ン
ス
の
特
徴
と
な
る
集
団
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
制
度
、

伝
統
を
構
築
し
、
維
持
す
る
だ
け
に
は
至
ら
な
い
の
で
あ
る
。
ウ
ェ
ー
ル
ズ
人

は
二
〇
世
紀
初
頭
の
ブ
リ
テ
ン
諸
島
で
五
％
の
人
口
し
か
お
ら
ず
、
ウ
ェ
ー
ル

ズ
人
移
民
と
な
る
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
は
一
％
以
下

で
「
ど
こ
で
も
ま
れ
に
し
か
い
な
い
」
が
た
め
に
、
彼
ら
の
植
民
地
へ
の
イ
ン

パ
ク
ト
は
「
個
人
の
問
題
」
に
と
ど
ま
る
と
の
主
張
に
も
な
る）
28
（

。

　

一
方
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
史
か
ら
も
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
人
の
海
外
プ
レ
ゼ
ン
ス
、
す

な
わ
ち
ウ
ェ
ー
ル
ズ
か
ら
世
界
へ
移
動
し
た
人
び
と
の
詳
細
を
見
分
け
、
特
定

す
る
困
難
が
あ
っ
た
。
ウ
ェ
ー
ル
ズ
人
が
ブ
リ
テ
ン
海
外
帝
国
の
創
設
と
拡
大

で
果
た
し
た
役
割
の
検
証
、
そ
の
反
対
方
向
の
帝
国
か
ら
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
経
済
、

社
会
、
文
化
に
与
え
た
影
響
の
組
織
的
な
検
証
も
き
わ
め
て
限
定
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
理
由
は
、
ま
ず
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
比
べ
、
ウ
ェ
ー
ル

ズ
史
の
専
門
の
歴
史
家
が
少
な
い
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
、
歴
史
家
の
数
の
少
な
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さ
の
み
が
帝
国
の
無
視
を
説
明
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
戦
後
の
研
究
対
象
が

一
九
，
二
〇
世
紀
の
労
働
者
階
級
の
社
会
、
労
働
、
政
治
の
側
面
に
偏
っ
て
い

た
と
の
理
由
も
大
き
い
。

　

さ
ら
に
は
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
を
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
植
民
地
と
見
る
傾
向
が
あ
っ

た
人
び
と
は
、
植
民
地
化
さ
れ
た
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
人
び
と
が
ブ
リ
テ
ン
の
帝
国

計
画
へ
の
積
極
的
熱
情
的
な
参
加
者
に
も
な
り
得
た
こ
と
を
認
め
る
に
は
た
め

ら
い
が
あ
っ
た
。
同
じ
こ
と
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
と
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
に
も
言
え

た
が
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
研
究
の
歴
史
家historians of Ireland

は
植
民
地
化

と
被
植
民
地
化
の
錯
綜
し
た
関
係
を
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
探
求
し
て
き
た
一
方
で
、

ウ
ェ
ー
ル
ズ
人
史
家W

elsh historians

で
こ
の
挑
戦
を
引
き
受
け
た
も
の
は

い
な
か
っ
た
。
ウ
ェ
ー
ル
ズ
人
の
帝
国
へ
の
介
入
に
は
（
少
な
く
と
も
部
分
的

に
は
）
見
て
見
ぬ
ふ
り
を
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
が
帝
国
の
膨

張
に
よ
っ
て
い
か
に
あ
る
い
は
ど
れ
ほ
ど
形
成
さ
れ
て
き
た
か
に
つ
い
て
は
っ

き
り
と
し
た
視
界
を
得
る
の
は
不
可
能
と
な
っ
た
。

　

労
働
者
階
級
の
研
究
に
偏
っ
た
た
め
に
、
以
下
の
よ
う
な
重
要
な
人
び
と
の

集
団
が
ウ
ェ
ー
ル
ズ
研
究
の
主
流
か
ら
欠
落
し
て
い
た
。
女
性
、
都
市
の
中
流

階
級
、
あ
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
男
性
、
す
な
わ
ち
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
、
産
業
家
、
企

業
家
、
中
流
上
流
階
級
の
冒
険
家
、
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
経
営
者
、
商
人
、
船

長
、
軍
将
校
、
医
者
、
行
政
官
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
人
傭
兵
、
略
奪
的
な
船
員
、
歩

兵
、
等
々
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
に
よ
っ
て
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
史
は
海
外
膨
張
か
ら
発
す
る
対
外
的
な
影

響
力
に
言
及
し
な
い
ま
ま
、
概
念
化
さ
れ
説
明
さ
れ
る
テ
ー
マ
に
適
合
す
る
自

己
充
足
的
内
向
き
の
傾
向
を
持
つ
に
至
っ
た
。
言
い
換
え
る
と
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ

の
歴
史
家
た
ち
が
テ
ー
マ
を
決
め
て
き
た
方
法
自
体
の
た
め
に
、
帝
国
が

ウ
ェ
ー
ル
ズ
史
に
完
全
に
統
合
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
っ
た
。

２　

四
ネ
ー
シ
ョ
ン
ア
プ
ロ
ー
チ
の
ウ
ェ
ー
ル
ズ
へ
の
適
用

　

も
ち
ろ
ん
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
史
が
完
全
に
帝
国
か
ら
締
め
出
さ
れ
て
い
る
と
示

唆
す
る
の
は
ま
ち
が
い
で
あ
る
。
一
八
五
〇
年
以
後
と
く
に
一
九
世
紀
末
と

二
〇
世
紀
初
頭
に
集
中
し
て
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
と
帝
国
の
関
連
文
献
と
し
て
、
移

民
、
布
教
の
研
究
が
あ
り
、「
帝
国
の
南
ウ
ェ
ー
ル
ズ
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
し
て
、

ウ
ェ
ー
ル
ズ
世
界
と
ブ
リ
テ
ン
帝
国
を
関
連
さ
せ
る
研
究
も
出
て
い
る
か
ら
で

あ
る）
29
（

。
た
だ
し
、
一
八
五
〇
年
以
前
を
対
象
と
す
る
研
究
は
ほ
ぼ
な
く
、
こ
れ

が
ボ
ー
ウ
ェ
ン
編
著
が
対
象
を
一
六
五
〇
年
か
ら
一
八
三
〇
年
ま
で
に
し
て
い

る
理
由
で
あ
る
。

　

こ
の
時
期
に
特
定
し
て
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
と
帝
国
と
の
関
連
を
調
査
す
る
に
は
、

ウ
ェ
ー
ル
ズ
自
体
の
性
質
と
と
も
に
ウ
ェ
ー
ル
ズ
が
も
っ
と
広
い
政
治
的
経
済

的
枠
組
み
に
い
か
に
適
合
し
て
い
た
か
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
は
、

ウ
ェ
ー
ル
ズ
経
済
と
社
会
の
構
造
が
、
帝
国
と
の
関
連
の
発
展
の
し
か
た
に
、

深
い
影
響
を
与
え
た
が
た
め
に
、
さ
ら
に
も
っ
と
大
き
く
は
、
近
年
歴
史
家
た

ち
が
ブ
リ
テ
ン
帝
国
の
歴
史
に
対
す
る
四
ネ
ー
シ
ョ
ン
ア
プ
ロ
ー
チ
の
採
用
を

提
唱
し
て
い
る
が
た
め
に
必
要
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
で
マ
ッ
ケ

ン
ジ
ー
の
ブ
リ
テ
ン
帝
国
史
へ
の
四
ネ
ー
シ
ョ
ン
ア
プ
ロ
ー
チ
が
登
場
す
る
。

　

ボ
ー
ウ
ェ
ン
は
マ
ッ
ケ
ン
ジ
ー
の
言
う
「
四
つ
の
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
そ
れ
ぞ
れ
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帝
国
と
異
な
る
関
係
を
結
ん
で
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
帰
属
意
識
は
帝
国
的
な
経

験
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
る
と
い
う
よ
り
、
開
発
さ
れ
強
化
さ
れ
る
」、
さ
ら
に

帝
国
の
膨
張
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
、

ウ
ェ
ー
ル
ズ
人
を
共
通
の
海
外
事
業
に
関
わ
ら
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
差
異
の

解
消
に
貢
献
し
た
と
い
う
よ
り
、「
そ
れ
ぞ
れ
の
民
族
性
の
メ
ン
バ
ー
は
帝
国

と
そ
の
現
地
民
と
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
た
方
法
で
相
互
交
流
し
た
」
と
の
言
）
30
（葉

を
引

用
し
て
論
を
進
め
て
い
る
。

　

ボ
ー
ウ
ェ
ン
に
と
っ
て
、
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
と
く
に
「
ブ
リ
テ
ン
人
」

の
間
に
存
在
す
る
異
な
る
民
族
性
と
帰
属
意
識
の
重
要
性
を
認
め
て
い
る
が
た

め
に
、
推
挙
す
べ
き
多
く
の
も
の
が
あ
る
。
し
か
し
、
一
八
世
紀
の
ウ
ェ
ー
ル

ズ
と
ウ
ェ
ー
ル
ズ
人
を
引
き
入
れ
る
の
は
い
く
つ
か
の
理
由
で
む
ず
か
し
い
。

そ
の
う
ち
の
一
つ
は
既
述
の
よ
う
に
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
と
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に

関
し
て
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
の
意
味
あ
る
比
較
、
対
照
お
よ
び
相
互
（
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
と
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
）
の
比
較
、
対
照
を
可
能
と
す
る
研
究
文
献

が
豊
富
に
あ
り
、
長
期
間
に
わ
た
っ
て
ブ
リ
テ
ン
の
海
外
活
動
に
独
自
の
文
化

的
政
治
的
軍
事
的
社
会
的
に
貢
献
し
た
「
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
帝
国
」「
ア
イ
ル

ラ
ン
ド
帝
国
」
の
存
在
に
つ
い
て
の
主
張
を
め
ぐ
る
議
論
が
可
能
で
あ
る
が
、

こ
れ
も
既
述
の
よ
う
に
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
と
帝
国
間
の
関
係
を
探
求
す
る
者
は
、

き
わ
め
て
少
な
い
研
究
論
文
し
か
な
く
、
し
か
も
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
一
八
五
〇

年
以
降
し
か
扱
っ
て
い
な
い
状
況
か
ら
の
結
論
を
強
い
ら
れ
る
。
こ
れ
は
帝
国

の
研
究
に
対
す
る
四
ネ
ー
シ
ョ
ン
ア
プ
ロ
ー
チ
を
完
全
に
履
行
す
る
妨
げ
に
な

る
。

３　

ウ
ェ
ー
ル
ズ
「
ネ
ー
シ
ョ
ン
」
の
定
義

　

こ
れ
と
同
時
に
、「
ネ
ー
シ
ョ
ン
」
に
関
し
て
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
、
ア
イ

ル
ラ
ン
ド
の
場
合
に
は
、
は
っ
き
り
し
た
実
体
が
あ
る
も
の
と
し
て
形
成
さ
れ

て
い
る
の
に
た
い
し
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
は
そ
う
で
は
な
い
が
た
め
に
、
分
析
用
語

と
し
て
の
「
ネ
ー
シ
ョ
ン
」、
ブ
リ
テ
ン
諸
島
を
構
成
す
る
組
織
と
し
て
の

「
ネ
ー
シ
ョ
ン
」
が
使
え
る
か
ど
う
か
の
問
題
が
あ
る
。

　

す
な
わ
ち
、「
ウ
ェ
ー
ル
ズ
」
の
定
義
の
問
題
が
あ
り
、「
い
つ
か
ら
ウ
ェ
ー

ル
ズ
か
」、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
は
存
在
し
た
の
か
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
と
は
何
か
、

ウ
ェ
ー
ル
ズ
は
ど
こ
に
あ
っ
た
の
か
、
な
ど
が
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
。
そ
こ

で
、
ボ
ー
ウ
ェ
ン
は
と
り
あ
え
ず
の
定
義
と
し
て
、
一
五
四
二
〜
一
八
三
〇
年

間
に
治
安
判
事
裁
判
所
の
法
制
下
に
あ
っ
た
一
二
の
州shire counties

か
ら

な
る
地
理
的
領
域
で
、
隣
人
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
対
照
的
な
地
域
と
し
て
と
く

に
対
比
さ
れ
る
こ
と
の
あ
る
、
遠
隔
性
、
分
離
性
、
後
進
性
を
特
徴
と
す
る
異

国foreign country

と
記
述
さ
れ
る
地
域
と
し
て
い
る）

31
（

。

　

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
批
評
家
、
風
刺
家
は
ウ
ェ
ー
ル
ズ
人
は
、
彼
ら
の
定
義
に

資
す
る
ユ
ニ
ー
ク
な
性
格
を
も
つ
人
び
と
と
示
唆
し
が
ち
で
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン

ド
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
著
述
家
も
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
は
自
分
た
ち
と
異
な
る
ケ
ル

ト
人
と
指
摘
し
た
り
す
る
。
し
か
し
多
く
の
点
で
、
こ
れ
ら
の
外
部
か
ら
の
見

解
は
、
現
実
に
は
存
在
し
な
い
一
様
性
と
一
義
性
を
ウ
ェ
ー
ル
ズ
と
ウ
ェ
ー
ル

ズ
人
に
押
し
つ
け
る
こ
と
に
な
る
。

　

ウ
ェ
ー
ル
ズ
自
体
が
政
治
的
単
位unity

と
な
っ
て
い
た
わ
け
で
も
な
く
、
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単
一
の
経
済
的
な
実
体
と
し
て
統
合
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
も
な
か
っ
た
し
、
こ

の
こ
と
が
近
代
的
な
意
味
で
の
「
ネ
ー
シ
ョ
ン
」
と
し
て
の
出
現
を
妨
げ
た
。

東
西
間
の
交
通
（
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
中
枢
ロ
ン
ド
ン
ま
で
つ
な
が
っ
て
い
た
）

は
あ
っ
た
も
の
の
物
理
的
な
障
害
に
よ
っ
て
南
北
間
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
直
接
的
な

接
触
や
相
互
交
流
の
多
く
が
妨
げ
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
ス
ウ
ォ
ン
ジ
ー
の

一
九
世
紀
後
半
に
お
け
る
工
業
的
港
湾
と
し
て
の
出
現
ま
で
、
ブ
リ
ス
ト
ル
が

南
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
「
メ
ト
ロ
ポ
リ
ス
」
で
、
ヘ
リ
フ
ォ
ー
ド
、
シ
ュ
ル
ー
ズ
ベ

リ
、
チ
ェ
ス
タ
ー
、
リ
ヴ
ァ
プ
ー
ル
の
す
べ
て
が
中
央
ウ
ェ
ー
ル
ズ
、
北

ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
人
び
と
に
、
経
済
社
会
文
化
的
影
響
力
を
及
ぼ
し
て
い
た
こ
と

を
意
味
し
て
い
た
。

　

こ
の
時
期
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
人
の
帰
属
意
識
や
国
民
意
識[

ナ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ]

の
出
現
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
組
織
や
制
度
の
創
設
に
よ
っ
て
促
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
。
こ
れ
が
意
味
す
る
の
は
、
国
境
を
越
え
た
行
政
、
政
治
、
法
制
、
宗

教
な
ど
の
構
造
に
よ
っ
て
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
は
よ
り
大
き
な
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
組

織
の
枠
組
み
に
拘
束
さ
れ
続
け
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、「
ネ
ー
シ
ョ

ン
」
と
し
て
の
ウ
ェ
ー
ル
ズ
人
の
想
像
は
多
く
の
ウ
ェ
ー
ル
ズ
人
の
心
の
中
で

は
、
そ
れ
は
あ
っ
た
に
し
て
も
、
部
分
的
に
し
か
形
成
さ
れ
て
い
な
か
っ
た）
32
（

。

４　
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
ウ
ェ
ー
ル
ズ
」
収
斂
と
分
岐

　

ウ
ェ
ー
ル
ズ
は
、
当
時
期
に
は
政
治
的
行
政
的
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
拘
束
さ

れ
て
い
た
ば
か
り
か
、
経
済
的
に
も
隣
人
に
し
だ
い
に
統
合
さ
れ
て
い
た
。
こ

の
こ
と
は
帝
国
と
国
際
経
済
と
の
相
互
交
流
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
。
ウ
ェ
ー
ル

ズ
に
は
、
投
資
資
本
と
金
融
会
社
が
不
足
し
て
お
り
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
か
ら
の

資
本
投
入
に
全
面
依
存
し
て
い
た
。
港
湾
も
不
足
し
て
お
り
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
か

ら
の
輸
出
入
は
リ
ヴ
ァ
プ
ー
ル
、
コ
ー
ク
、
ロ
ン
ド
ン
そ
の
他
を
通
じ
て
行
わ

れ
た
。
北
ア
メ
リ
カ
植
民
地
、
ア
フ
リ
カ
、
カ
リ
ブ
海
で
の
独
自
の
拠
点
を
持

た
ず
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
と
比
べ
て
も
ウ
ェ
ー
ル
ズ
船
舶
は

き
わ
め
て
限
定
さ
れ
た
航
海
し
か
で
き
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
本
書
で

ク
リ
ス
・
エ
ヴ
ァ
ン
ズ
論
文
が
立
証
す
る
よ
う
な
ウ
ェ
ー
ル
ズ
、
南
ア
イ
ル
ラ

ン
ド
、
南
東
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
間
の
関
係―

―

ま
た
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
大
西
洋
経
済

へ
の
取
り
組
み
の
あ
り
よ
う
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
る
関
係―

―

が
形

成
さ
れ
た）
33
（

。

　

ま
た
、
ロ
ン
ド
ン
を
通
じ
て
活
動
す
る
独
占
的
な
東
イ
ン
ド
会
社
の
存
在
は
、

ロ
ン
ド
ン
が
東
洋
向
け
の
船
舶
が
出
発
す
る
唯
一
の
港
で
あ
る
こ
と
、
ウ
ェ
ー

ル
ズ
人
の
帝
国
と
の
関
わ
り
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
を
通
じ
た
間
接
的
で
し
か
な
い

こ
と
を
意
味
し
た
。
こ
う
い
っ
た
経
済
一
般
の
状
況
は
、
帝
国
か
ら
ウ
ェ
ー
ル

ズ
に
入
っ
て
く
る
人
、
モ
ノ
、
富
の
流
れ
が
直
接
的
で
は
な
い
こ
と
、
国
内
に

と
ど
ま
る
ウ
ェ
ー
ル
ズ
人
は
海
外
膨
張
を
支
え
る
過
程
か
ら
は
引
き
離
さ
れ
て

い
る
と
の
外
観
を
強
め
た
。

　

明
確
に
定
義
さ
れ
た
ウ
ェ
ー
ル
ズ
「
ネ
ー
シ
ョ
ン
」、
自
立
的
な
ウ
ェ
ー
ル

ズ
経
済
の
欠
如
は
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
と
帝
国
の
関
係
を
探
求
す
る
歴
史
家
を
意
気

阻
喪
さ
せ
て
し
ま
う
の
か
。
い
や
そ
れ
と
は
反
対
に
彼
ら
に
挑
戦
状
を
突
き
つ

け
る
。
ウ
ェ
ー
ル
ズ
を
つ
ぶ
し
て
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
一
緒
に
し
た
り
、
分
析
単

位
と
し
て
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
ウ
ェ
ー
ル
ズ
」
と
の
言
葉
を
使
う
統
合
主
義
的



─  56  ─

 青山学院大学文学部『紀要』　第 54 号 16

な
ア
プ
ロ
ー
チ
（
四
ネ
ー
シ
ョ
ン
ア
プ
ロ
ー
チ
と
は
対
照
的
）
と
呼
ば
れ
る
も

の
を
と
る
と
進
展
性
は
な
い
。
こ
れ
は
怠
慢
で
旧
式
の
「
ウ
ェ
ー
ル
ズ
に
関
し

て
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
を
見
よ
」
式
の
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
を
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
ジ
ュ

ニ
ア
パ
ー
ト
ナ
ー
と
み
る
過
去
へ
の
態
度
に
み
ち
び
く
ば
か
り
か
、
文
化
経
済

政
治
社
会
の
同
化
は
完
遂
し
て
い
る
と
の
前
提
で
研
究
を
進
め
る
こ
と
に
も
な

る
。

　

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
関
係
は
た
し
か
に
収
斂
も
あ
る
が
分
岐
も

あ
っ
た
。
分
岐
と
は
、
カ
ー
デ
ィ
フ
、
ニ
ュ
ー
ポ
ー
ト
、
ス
ウ
ォ
ン
ジ
ー
の
港

湾
を
通
じ
て
、
世
界
と
の
直
接
的
な
関
係
を
形
成
し
た
輸
出
産
業
経
済
の
成
熟

と
と
も
に
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
「
ネ
ー
シ
ョ
ン
」
の
「
再
生
」
に
導
く
過
程
で
あ
る
。

　

ウ
ェ
ー
ル
ズ
と
帝
国
の
関
係
は
諸
刃
の
剣
で
あ
り
、
一
方
で
、
海
外
膨
張
に

よ
り
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
＝
ウ
ェ
ー
ル
ズ
間
関
係
が
強
化
さ
れ
た
。
そ
の
理
由
は

ウ
ェ
ー
ル
ズ
人
を
汎
ブ
リ
テ
ン
活
動
に
組
み
込
ん
だ
か
ら
で
あ
っ
た
。
他
方
で

は
、
帝
国
の
成
長
に
よ
り
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
産
業
経
済
の
発
展
が
刺
激
さ
れ
、

も
は
や
こ
れ
ま
で
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
資
源
、
支
援
、
便
宜
に
全
面
的
に
頼
ら

ず
と
も
よ
く
な
っ
た
。

　

こ
れ
が
本
論
集
の
成
果
で
あ
り
、
長
い
一
八
世
紀
の
間
の
帝
国
と
の
相
互
交

流
は
、
一
方
で
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
と
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
差
異
を
あ
い
ま
い
に
し
、

他
方
で
は
一
九
、二
〇
世
紀
の
ウ
ェ
ー
ル
ズ
に
関
す
る
独
自
性
、
特
徴
性
な
る

も
の
の
基
盤
の
多
く
を
直
接
的
間
接
的
に
与
え
た
の
で
あ
る
。

５　

い
く
つ
か
の
コ
メ
ン
ト

　
「
ウ
ェ
ー
ル
ズ
と
帝
国
」
研
究
の
欠
如
は
、
本
書
の
別
の
ニ
ー
ル
・
エ
ヴ
ァ

ン
ズ
論
）
34
（文
で
も
考
察
さ
れ
て
い
る
。
ボ
ー
ウ
ェ
ン
と
異
な
る
の
は
、
一
八
九
〇

年
代
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
か
な
り
長
期
的
な
視
野
か
ら
サ
ー
ヴ
ェ
イ
し
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
百
年
近
く
、
例
外
的
な
作
品
を
の
ぞ
け
ば
ほ
ぼ
な

か
っ
た
研
究
が
に
わ
か
に
活
性
化
し
た
の
は
、
一
九
八
〇
年
代
か
ら
の
さ
ま
ざ

ま
な
動
き
、
た
と
え
ば
ブ
リ
テ
ン
史
を
帝
国
史
と
結
び
つ
け
よ
う
と
し
た
ホ
プ

キ
ン
ズ
、
リ
ン
ダ
・
コ
リ
ー
と
キ
ャ
ナ
ダ
イ
ン
、
キ
ャ
サ
リ
ン
・
ホ
ー
ル
と

キ
ャ
サ
リ
ン
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
な
ど
の
仕
事
、
帝
国
史
家
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
へ
の
旅
、
ケ
イ
ン
と
ホ
プ
キ
ン
ズ
の
「
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
資
本
主
義
」、

ポ
ス
ト
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
出
現
か
ら
影
響
を
受
け
た
と
の
指
摘
で
あ
る
。

　

研
究
の
欠
如
の
理
由
と
し
て
の
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
人
歴
史
家
が
帝
国
へ
の
介
入

に
は
見
て
見
ぬ
ふ
り
を
し
て
き
た
こ
と
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
人
が
帝
国
主
義
者
で
な

く
被
植
民
者
と
し
て
の
意
識
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
、
ニ
ー
ル
・
エ
ヴ
ァ
ン
ズ

も
指
摘
し
て
い
る
。
帝
国
は
多
く
の
ウ
ェ
ー
ル
ズ
人
の
自
己
イ
メ
ー
ジ
に
は
そ

ぐ
わ
な
か
っ
た
。
ウ
ェ
ー
ル
ズ
人
は
植
民
者
と
い
う
よ
り
被
植
民
者
と
見
な
さ

れ
る
の
を
好
ん
で
い
る
、
と
し
て
、
批
評
家
の
ネ
ッ
ド
・
ト
マ
ス
が
一
九
七
一

年
の
つ
ぎ
の
発
言
を
引
用
し
て
い
る
。

抑
圧
集
団
に
所
属
す
る
よ
り
被
抑
圧
集
団
に
所
属
し
て
い
る
方
が
結
局
よ
い
。

ウ
ェ
ー
ル
ズ
人
の
帰
属
意
識
に
は
ブ
リ
テ
ン
人
の
帰
属
意
識
に
あ
る
よ
う
な
軍

国
主
義
や
帝
国
主
義
の
傾
向
が
な
い
が
た
め
に
、
私
に
と
っ
て
好
ま
し
い
。
ブ
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リ
テ
ン
帝
国
主
義
に
か
か
わ
っ
た
ウ
ェ
ー
ル
ズ
人
の
責
任
を
問
わ
な
い
と
い
う

わ
け
で
は
な
い
。
そ
う
し
た
の
は
ブ
リ
テ
ン
人
と
し
て
関
わ
っ
た
わ
け
で
、

ウ
ェ
ー
ル
ズ
人
と
し
て
そ
う
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
ウ
ェ
ー
ル
ズ
語
は
そ
う

い
っ
た
帝
国
主
義
の
一
部
で
は
な
い
。
ウ
ェ
ー
ル
ズ
人
は
自
分
の
国
に
い
る

ウ
ェ
ー
ル
ズ
語
の
話
者
と
し
て
、
一
種
の
帝
国
主
義
の
犠
牲
者
な
の
で
あ
る）
35
（

。

　

こ
れ
は
、
帝
国
の
他
の
部
分
で
も
よ
く
見
ら
れ
る
現
象
で
あ
り
、
た
と
え
ば
、

カ
ナ
ダ
人
は
、
自
ら
が
植
民
者
な
の
か
、
被
植
民
者
な
の
か
、
自
問
し
、
そ
の

い
ず
れ
で
も
あ
る
と
の
認
識
に
い
た
る
。
す
で
に
見
た
よ
う
に
、
ア
イ
ル
ラ
ン

ド
人
も
そ
う
だ
っ
た
。
し
か
し
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
場
合
は
、
も
っ
ぱ
ら
被
植
民

者
で
あ
る
と
の
意
識
が
強
く
、
帝
国
に
お
け
る
ウ
ェ
ー
ル
ズ
人
の
位
置
へ
の
持

続
し
た
関
心
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
が
、
一
般
の
ウ
ェ
ー
ル
ズ
と
ウ
ェ
ー
ル
ズ
人

へ
の
一
般
的
な
イ
メ
ー
ジ
で
あ
り
、
こ
れ
を
認
め
つ
つ
も
、
ヘ
ク
タ
ー
の
「
国

内
植
民
地
主
義
」
と
は
対
照
的
な
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
の
「
帝
国
の
南
ウ
ェ
ー
ル

ズ
」
コ
ン
セ
プ
ト
、
お
よ
び
一
九
八
〇
年
代
か
ら
の
帝
国
史
の
活
性
化
に
よ
っ

て
急
速
に
「
ウ
ェ
ー
ル
ズ
と
帝
国
」
の
研
究
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
、

と
い
う
の
が
一
部
ボ
ー
ウ
ェ
ン
と
も
共
通
す
る
ニ
ー
ル
・
エ
ヴ
ァ
ン
ズ
の
指
摘

で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

筆
者
は
、
か
つ
て
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
が
ケ
ル
ト
辺
境
（
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
）
を
支
配
す
る
と
い
う
「
国
内
植
民
地
主
義
」

に
肩
入
れ
し
て
、
小
文
ま
で
も
の
に
し
て
い
た
。
今
回
、
今
日
的
な
研
究
を

サ
ー
ヴ
ェ
イ
し
て
み
て
、
も
っ
と
も
驚
い
た
の
は
、「
国
内
植
民
地
主
義
」
論
は
、

今
で
は
退
屈
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
と
か
、
ヘ
ク
タ
ー
の
「
国
内
植
民
地
主

義
」
よ
り
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
の
「
帝
国
の
南
ウ
ェ
ー
ル
ズ
」
コ
ン
セ
プ
ト
の
方
が

よ
い
出
発
点
に
な
る
、
と
か
と
い
う
風
に
、
こ
の
議
論
は
す
で
に
時
代
遅
れ
の

も
の
と
な
り
、
国
内
植
民
地
主
義
論
を
生
み
出
し
た
ケ
ル
ト
の
犠
牲
の
歴
史
学

と
と
も
に
、
す
っ
か
り
色
褪
せ
て
い
る
事
態
で
あ
っ
た
。

　

ウ
ェ
ー
ル
ズ
人
と
い
え
ば
、
も
っ
ぱ
ら
搾
取
さ
れ
た
側
の
人
び
と
、
犠
牲
者

と
認
識
す
る
ば
か
り
で
、
帝
国
主
義
者
と
想
定
す
る
の
も
か
つ
て
は
む
ず
か
し

か
っ
た
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
。
い
ま
は
そ
の
よ
う
な
研
究
状
況
で
は
な
く
、

カ
ナ
ダ
人
の
よ
う
に
、
あ
る
い
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
の
よ
う
に
、
被
植
民
者
に

と
ど
ま
ら
ず
植
民
者
で
も
あ
っ
た
、
お
そ
ら
く
そ
の
両
方
で
あ
る
こ
と
を
、
ぎ

り
ぎ
り
ま
で
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。
ウ
ェ
ー
ル
ズ
人
も
お

そ
ら
く
こ
の
両
方
で
あ
る
こ
と
の
例
外
で
は
な
い
し
、
研
究
者
と
し
て
こ
れ
を

切
実
に
問
い
続
け
る
必
要
が
あ
る
。

　

筆
者
が
ヘ
ク
タ
ー
の
国
内
植
民
地
主
義
論
に
関
心
を
抱
い
た
の
は
、
そ
れ
が

世
界
シ
ス
テ
ム
論
の
ブ
リ
テ
ン
国
内
版
（
世
界
シ
ス
テ
ム
論
の
中
核
と
周
辺
が

そ
の
ま
ま
ブ
リ
テ
ン
国
内
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
ケ
ル
ト
辺
境
に
適
用
さ
れ
て
い

た
）
か
ら
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
世
界
シ
ス
テ
ム
論
へ
の
関
心
が
先
に
あ
っ

た
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
応
用
さ
れ
た
ブ
リ
テ
ン
国
内
の
問
題
は
二
の
次
に
す
ぎ

な
か
っ
た
。
対
外
的
な
支
配
と
し
て
の
帝
国
主
義
自
体
の
解
明
こ
そ
め
ざ
す
と
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こ
ろ
で
あ
っ
た
。
国
内
植
民
地
主
義
論
で
対
外
的
な
支
配
と
し
て
の
帝
国
主
義

の
解
明
を
め
ざ
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
ブ
リ
テ
ン
国
家
内
の
国
内
植
民
地

主
義
が
世
界
シ
ス
テ
ム
と
パ
ラ
レ
ル
に
な
っ
て
い
る
ゆ
え
に
関
心
を
抱
い
た
。

　

今
回
、
ブ
リ
テ
ン
帝
国
史
へ
の
四
ネ
ー
シ
ョ
ン
ア
プ
ロ
ー
チ
を
検
討
す
る
中

で
、
世
界
シ
ス
テ
ム
論
と
国
内
植
民
地
主
義
論
と
の
関
係
が
同
じ
よ
う
な
中
核

＝
周
辺
関
係
で
い
わ
ば
パ
ラ
レ
ル
な
関
係
に
と
ど
ま
る
の
に
対
し
て
、
ブ
リ
テ

ン
帝
国
史
へ
の
四
ネ
ー
シ
ョ
ン
ア
プ
ロ
ー
チ
に
お
い
て
は
、
帝
国
と
（
四
ネ
ー

シ
ョ
ン
の
全
部
で
あ
れ
こ
の
中
の
い
ず
れ
か
一
つ
で
あ
れ
）
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
関

係
は
パ
ラ
レ
ル
で
は
な
く
直
接
的
な
関
係
を
持
つ
こ
と
に
気
づ
い
た
。
こ
の
ア

プ
ロ
ー
チ
は
、
各
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
帝
国
に
乗
り
出
し
、
帝
国
か
ら
は
各
ネ
ー

シ
ョ
ン
へ
の
反
作
用
が
あ
る
と
言
う
よ
う
に
、
帝
国
と
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
抜
き
差

し
な
ら
な
い
ほ
ど
関
わ
っ
て
い
る
事
態
の
解
明
を
め
ざ
し
て
い
る
。

　

こ
の
四
ネ
ー
シ
ョ
ン
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
何
を
学
ぶ
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。「
ア

プ
ロ
ー
チ
」
な
の
で
さ
ら
な
る
方
法
論
的
な
彫
琢
は
む
ろ
ん
だ
が
、
こ
こ
で
は

と
く
に
実
証
面
に
限
る
と
、
筆
者
は
、
一
八
四
〇
年
代
の
ウ
ェ
ー
ル
ズ
関
連
の

史
料
（
と
く
に
一
八
四
七
年
の
教
育
調
査
報
告
書
）
を
読
ん
で
き
た
が
、
こ
の

ア
プ
ロ
ー
チ
の
何
を
ど
の
よ
う
に
生
か
し
て
い
く
べ
き
か
。

　

ま
ず
は
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
関
連
史
料
は
、
そ
の
民
族
的
特
質
を
探
査
す
る
目
的

で
ウ
ェ
ー
ル
ズ
自
体
に
即
し
て
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
も
の
の
析
出
の
た
め
に
読
む

べ
き
で
あ
る
。
つ
い
で
、
四
ネ
ー
シ
ョ
ン
ア
プ
ロ
ー
チ
の
主
張
点
の
一
つ
で
あ

る
四
ネ
ー
シ
ョ
ン
間
の
関
係
を
念
頭
に
お
け
ば
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
と
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
と
の
関
係
が
探
求
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
こ
れ
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
支
配
性
、

そ
れ
に
対
す
る
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
反
発
な
ど
の
分
析
と
な
る
。

　

さ
ら
に
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
ウ
ェ
ー
ル
ズ
関
係
と
い
っ
た
ブ
リ
テ
ン
国
内

問
題
を
越
え
て
、
ブ
リ
テ
ン
帝
国
史
へ
の
四
ネ
ー
シ
ョ
ン
ア
プ
ロ
ー
チ
の
も
っ

と
も
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
ウ
ェ
ー
ル
ズ
と
帝
国
と
の
相
互
交
流
を
考
え
る

上
で
は
、
一
八
四
七
年
報
告
書
（
こ
れ
に
限
ら
な
い
が
）
を
帝
国
の
観
点
か
ら
、

読
み
解
く
必
要
が
あ
る
。
マ
コ
ー
リ
ー
の
イ
ン
ド
教
育
覚
書
か
ら
派
生
し
た

「
マ
コ
ー
リ
ー
主
義
」
を
受
け
た
形
で
の
、
ケ
イ
＝
シ
ャ
ト
ル
ワ
ー
ス
の
西
イ

ン
ド
、
西
ア
フ
リ
カ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
な
ど
諸
植
民

地
へ
の
教
育
事
情
調
査
依
頼
は
、
一
八
四
七
年
の
ウ
ェ
ー
ル
ズ
教
育
調
査
に
先

行
し
て
お
り
、
む
し
ろ
、
ブ
リ
テ
ン
国
内
の
教
育
事
情
調
査
は
後
に
来
て
い
た
。

　

こ
の
史
料
内
部
の
各
学
校
の
細
か
な
報
告
を
つ
ぶ
さ
に
見
て
い
く
と
、「
帝

国
の
言
語
」
で
あ
る
英
語
や
世
界
に
冠
た
る
ブ
リ
テ
ン
「
帝
国
の
地
理
」
を
学

ぶ
重
要
性
、
国
際
貿
易
、
帝
国
貿
易
、
奴
隷
貿
易
を
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
子
供
に
教

え
る
意
義
、
さ
ら
に
は
ウ
ェ
ー
ル
ズ
と
ウ
ェ
ー
ル
ズ
人
を
「
野
蛮
人
」「
ア
フ

リ
カ
人
」「
中
国
人
」
に
た
と
え
た
り
姿
勢
が
明
瞭
に
見
ら
れ
た
り
す
る
。
こ

れ
ら
は
「
帝
国
」
が
反
映
さ
れ
た
報
告
書
で
あ
り
、
当
時
拡
大
途
上
の
ブ
リ
テ

ン
領
植
民
地
の
文
脈
か
ら
読
む
こ
と
を
可
能
と
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

　

史
料
自
体
を
「
ウ
ェ
ー
ル
ズ
と
帝
国
」
の
相
互
関
連
の
観
点
か
ら
読
み
直
す

と
と
も
に
、
こ
の
報
告
書
以
後
に
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
へ
の
反
撃
と
し
て
、

ウ
ェ
ー
ル
ズ
語
話
者
が
ウ
ェ
ー
ル
ズ
か
ら
帝
国
イ
ン
ド
へ
移
民
し
て
共
同
体
を

設
立
し
、
さ
ら
に
は
帝
国
イ
ン
ド
か
ら
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
文
化
へ
も
反
作
用
が

あ
っ
た
と
の
実
証
的
課
題
が
あ
り
、「
ウ
ェ
ー
ル
ズ
と
帝
国
」
の
問
題
は
ウ
ェ
ー
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ル
ズ
か
ら
帝
国
へ
の
方
向
と
、
帝
国
か
ら
ウ
ェ
ー
ル
ズ
へ
の
方
向
と
の
二
面
性

に
お
い
て
捉
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
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